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11.. システムシステム 

11.1..1. proVISIONproVISION--XSXS の紹介の紹介 

本書 IDT proVISION ‒XS ソフトウェアパッケージは、タイミングデバイスとカメラを使って
IDT PIV システムを操作及び解析処理を行うものです。本ソフトウェアを使用する Windows 
PC にインストールし、PIV 画像を取得しその結果を評価できます。proVISION - XS は 2D と
3D の応用ができますが、使用するハードウェアとソフトウェアのオプションが異なります。 

カメラオプション 

・� MotionXtra Os/O シリーズカメラ（ギガビットイーサネット） 

・� Crash-Cam 及び Crash-Cam Mini カメラ（ギガビットイーサネット） 

・� XSM及び XS-II カメラ（PCIe および TB） 

・� MotionXtra N、NR および Nx シリーズカメラ（ギガビットイーサネット） 

・� MotionPro Y シリーズカメラ（USB およびギガイーサネットカメラ） 

・� MotionScopeM シリーズカメラ（CameraLink） 

・� MotionPro X シリーズカメラ（USB およびギガビットイーサネット） 

タイミングデバイスは、以下のものを使用します。 

・� Camera integrated PIV timing interface： 
トリガー信号は、MotionPro Y シリーズカメラ背面の 4ピン LEMOコネクターからの信
号を用いるか、Os カメラ、CCカメラ、CCMカメラ、XSMカメラの”Sync Out”、”Ready 
Out”を使います。他のデバイスは必要ありません。これらの信号出力は、レーザ（PIV 用
光源）の発光タイミング信号として使います。 

・� MotionPro タイミングハブ（USB 操作、8出力、2入力）： 
PIV 撮影に必要な、カメラおよびレーザへのすべてのタイミング出力、入力機能を兼ね備
えています。外部信号からの対応も可能です。 

レーザは以下のものが使用できます。 

・� Nd:YAG（低速および高速撮影） 

・� DPSS Q スイッチ（ダブル）: 2 系統の Qスイッチ DPSS（Diode Pumped Solid State）
レーザ 

・� DPSS Q スイッチ（シングル）: 1 系統の Qスイッチ DPSS レーザー 

・� パルス半導体レーザー 
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11..22 .. 必要最低要求項目必要最低要求項目 

 

PIV システムに必要な操作 PC 要求項目を示します。 

OS: Windows 7、8、8.1、10、11 （32bit もしくは 64bit） 

CPU: インテル CPU 

RAM: 8GB 

HDD: 512GB もしくはそれ以上 

モニター： 1280 x 1024 もしくはそれ以上 

その他： USB2.0、3.0 ポート、IEEE-1394 ポート、ギガビットイーサネット、Wi-Fi 

 

TecPlot： PIV 解析データは Tecplot 形式ファイルで保存されるため、解析データの読み出
しには、流れの数値化ソフトウェア Tecplot が必要です。 
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22.. proVISIONproVISION –– XSXS 操作画面操作画面 

22.1..1. 概要概要 

本ソフトウェアは、Windows 向けに作成されたもので、インストールおよび使い方は他のソフ
トウェアを同じです。インストールが終わりソフトウェアを立ち上げると以下の画面が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトウェアで行える操作は以下の通りです。 

・� PIV 撮影解析のためのカメラ操作 

（シングル撮影もしくはダブル露光撮影） 

・� レーザ同期発振 

・� 画像の保存、再生 

・� 保存した画像の読み出し 

・� PIV 解析 

 

 

画像： 1 枚画像もしくは一連の（複数枚の）画像を呼び出して解析を行います。 
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PIV 画像： proVISION ‒ XS データベースに保存された PIV 連続画像を呼び出して処理を行
います。解析結果は PLOT ファイルとして「Tecplot」に表示できます。 

Cameras（カメラ）： IDT 社のカメラが使用でき、PIV 撮影が行えデータベースに保存され
ます。PIV 解析はオンラインでも行えます。保存画像は TIFF、BMP、RAW、AVI などが使え
ます。 

Batch（バッチ処理）： バッチモードで連続した PIV 画像の解析が行えます。複数のペア画像
を呼び出し、PIV 解析の設定を行った後、自動バッチ処理を立ち上げます。 

Timing（タイミング）： タイミングデバイスを操作します。同期装置のダイアログボックス
を使って同期タイミング設定が行えます。 

Options： オプション設定を行います。 
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22..22 .. proVISIONproVISION -- XS XS メインツールバーメインツールバー 

以下のツールバーがメイン画面上部に配置されます。 

 

 

 

 

ファイルを開く   ： 一枚の画像もしくは一連の動画像を開くボタンです。このアイコンボ
タンは、「2.1 概要」で述べた「Images」ボタンと同じです。 

PIV ペア画像を開く   ： proVISION - XS のデータベースに保存された PIV 画像を読み
出します。このアイコンボタンは、「2.1 概要」で述べた「PIV Sequence」ボタンと同じです。 

カメラセッションを開く   ： カメラへのアクセスをするボタンで、PIV 撮影を行います。
このアイコンボタンは、「2.1 概要」で述べた「Cameras」ボタンと同じです。 

Batch 処理を開く   ： PIV のバッチ処理を開きます。このボタンは、「2.1 概要」で述べ
た「Batch」に対応しています。 

保存   ： 撮影画像の保存を行うボタンです。画像の保存フォーマットは、TIFF、BMP、
AVI などです。開いた画像をこのボタンで別フォーマットの画像で保存することもできます。 

オプション   ： オプションボタンです。詳細は「Tools Menu」を参照下さい。 

タイミング装置   ：レーザー発振のためのタイミング装置の設定を行います。カメラセッシ
ョンが開いている時は、「laser/camera timing」ダイアログの表示、非表示を行います。カメ
ラセッションが開いていない時は「Timig Devices Configuration」ダイアログが表示されま
す。 

ズーム設定          ：画像の大きさの設定を行います。画像が表示されていないと
きはグレー表示となります。 

ヘルプ   ：ヘルプボタンです。 
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2.2.33 .. ファイルメニューファイルメニュー 

ファイルメニューからは、希望する画像を開い
たり（カメラが起動していない場合）、カメラを
起動させます。また PIV 画像を開いて処理を行
ったりバッチ処理を行います。これらは、前ペ
ージのMain Tool Bar のアイコンと同じものです。「Recent PIV Sequences」は、直近の開
いた 5つのファイルを表示します。ソフトを閉じるときには「Exit」ボタンを押します。 

Images...： 保存された画像を開くときにアクセスします。 

PIV Sequence...： proVISION - XS のデータベースに保存してある PIV 連続画像を開き内
蔵の PIV エンジンで解析を行います。 

Camera Session...： 予め proVISION - XS のデータベースに保存してある PIV 連続画像
を開き内蔵の PIV エンジンで解析を行います。 

Batch...： バッチモードで連続した PIV 画像の解析が行えます。複数のペア画像を呼び出し、
PIV 解析の設定を行った後、自動バッチ処理を立ち上げます。 

 

 

 

 

2.2.44 .. 編集メニュー編集メニュー「「EditEdit」」 

 

このメニューでは、UNDOや REDO の画像操作、フィルタリングもしくは LUT 操作が行える
ようになっています。 
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2.2.55 .. 画像メニュー画像メニュー「「ImageImage」」 

 

このメニューでは、画像の幾何学補正や強度補正機能が含まれます。 

カラーマップ： 白黒画像に擬似カラー処理を行うことができます。擬似カラーには、限定レイ
ンボーカラー、2色カラー、赤色濃淡、緑色濃淡、青色濃淡画像変換が含まれ、ユーザが変更す
ることもできます。 

ブライトネス、コントラスト調整： ダイアログボックスで画像を見ながら調整が可能です。結
果はサムネール画像で事前チェックでき、詳細は拡大して見ることができます。 

ガンマ調整： ダイアログボックスで画像を見ながら調整が可能です。 

 

注意： ブライトネス、コントラスト、ガンマ、反転画像、ヒストグラム、イコライザー処理は
強い操作処理のため、複数の処理を行う場合はプレビュー画面には反映できません。例えば、ガ
ンマ処理に加えてブライトネスやコントラストを行う場合はプレビューは反応しません。 
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2.2.66 .. フィルターメニューフィルターメニュー「「FilterFilter」」 

 

ローパス、ハイパスフィルタリングや他のフィルター処理をかけることができます。 

いくつかのプリセットフィルタリングを設定して、任意に捜査をすることができます。 

・シャープニングフィルター： Laplasican、Prewitt、Sobel 

・スムージングフィルター： Average、Gaussian、Smooth、Median 

・イフェクトフィルター： Minimum、Maximum、Uniform Noise、Gaussian Noise、 
             Erode、Dilate、Open、Close 

 

22..66 ..11 .. ユーザフィルターの編集ユーザフィルターの編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザフィルターは、上図のようなカーネルに自由な係数をあてはめてこれを保存することがで
きます。必要に応じてこれを読み出して利用する事ができます。パラメーターは、カーネルサイ
ズ、アンカーポイント、そして画像 divisor を設定できます。 
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2.2.77 .. PIVPIV メニューメニュー「「PIVPIV」」 

 

PIV 操作メニューは、以下に挙げる PIV ダイアログバーにほとんどのツールが配置されていま
す。そのツールは、PIV 解析のための対（2枚）の画像選択やキャリブレーション、マスク編集、
表示画像のみの PIV 処理、選択された全画像の PIV 処理などが含まれます。 

カメラセッションが開いている場合は、撮影された画像での PIV 処理を行うことができ、ライ
ブ画像ではオンライン PIV 処理を行います。詳細は、「5. Camera Acquisitions」（5.カメラ操
作と撮影）を参照下さい。 

 

2.2.88 .. カメラメニューカメラメニュー 

 

カメラメニューでは、カメラ操作、取得画像の再生、カメラセッティングダイアログ、キャリブ
レーションファイルのコピーおよび作成ができます。詳細は、「5. Camera Acquisitions」（5.
カメラ操作と撮影）を参照下さい。 

 

2.2.99 .. ビューメニュービューメニュー「「ViewView」」 

 

ビューメニューでは、画像再生に関するズーム処理を含
めた操作設定を行います。ここでは、「Image View」と
「PIV View」について説明します。 

Image View： PIV Sequence で動画像を開いた時に
「View」メニューでズーム選択や、Main Toolbar、
Status Bar、Thumbnails Toolbar、Pan/Scroll Tool の選定ができます。 

PIV View：PIV Sequence 画面が開いているとき、PIV 処理に必要なツールバーを選択するこ
とができます。メッシュやベクトル図、原点表示の選択が行えます。 

Camera View：カメラ画面を開いているとき、カメラツールバー（「5.2 The Camera Tool bar」
参照）、やカメラ Pad（「5.3 The Camera Pad」参照）を開けることができます。 
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2.2.1010.. ツールメニューツールメニュー（（Tools MeTools Menunu）） 

 

このメニューでは以下の項目が選択できます。 

 

General Options： 「2.11 General Option」（2.11 オプション一覧）で説明しているカメ
ラの設定、ネットワークの設定、タイミング装置のサポートを行います。 

Laser/Camera Timing： 「2.12 Laser/Camera Timing」（2.12 レーザー/カメラタイミ
ング）で説明しているタイミング装置の設定画面です。使用するレーザのタイプやパルス間隔の
最大時間、最小時間の設定を行います。カメラセッション画面が開いているときはこの画面は開
きません。この時は、メインブールバーの Timing Configurations  を クリックして開
きます。 

Explorer： 「別ソフトウェアの ProVISION - XS Eplorer を開きます。詳細は「9. proVISION 
- XS Explorer」を参照下さい。 

 

 

  



         IDT ジャパン(株)  - pro VISION - XS 取扱説明書 ‒ ver.3.15.01 - 17 - 

 

2.2.1111.. オプション一般オプション一般 

 

22..1111..11 .. ハードウェアハードウェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の画面メニューの説明を行います。 

Open cameras in Plus mode［HS/X,M, Y シリーズ］： プラスモード対応のカメラのプラ
スモード（ダブルスピード = 撮影速度 2倍）使用設定ボタンです。 

PCIe メモリバッファサイズ： XSM カメラを使う場合の PC 内の DRAMのメモリ（DMAバ
ッファーメモリ）サイズの割り当てを行います。 

Network Adapter： 使用するカメラが LAN接続のものが対応です。初期設定は、「Boradcast」
で、このネットワークアダプターで IDT 社のカメラが接続を検索します。別のネットワークア
ダプターが PC に接続されていて、そのアダプターにカメラの LANケーブルが接続されていれ
ば、このアダプターを指定してカメラ検索を行います。ネットワークに多くの機器が繋がれてい
て通信速度が上がらないときは、スライドバーを「More reliable」の方向に移動させると通信
ロスを防ぐことができます。 

Ethernet datagaram size： イーサネット通信のデータ通信単位の設定です。ギガイーサネ
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ットネットワークでは、大容量のデータを一度に送ることができます。一般的なデータグラムサ
イズは、1500 バイトです。ジャンボパケットサイズでは 16000 バイトまで送ることができま
す。一度に 10 倍以上のデータを送ることになります。 
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22..1111..22 .. データベースデータベース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のデータベースパス/新規（New）/ブラウズ（Browse）： proVISION - XS データベー
スのパスを変更することができます。枠内に表示されているパスが現行のもので、［New...］で
新しいパスを設定することができます。［Browse...］ボタンでデータベースのフォルダーを閲
覧することができます。そのフォルダーには、データベースの情報を記述した proVISION.mdb
ファイルが入っています。 
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22..1111..33 .. コレレーションコレレーション プラグインプラグイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PIV 解析アルゴリズムをユーザが独自に作成して、proVISION ‒ XS で使うことができます。
カスタムアルゴリズムを作成してインストールすればこの項目から指定して使うことができま
す。 

一つ以上のカスタムプラグインが正しくインストールされていれば、コンボボックスにリストア
ップされますので、必要に応じてカスタムアルゴリズムを使用することができます。 
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22..1111..44 .. その他その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memory Limit： PIV 解析時に専用する DRAMメモリです。ここで指定したメモリ分を PIV
解析画像に展開させます。この設定の上にある［Phisical Memory］は、PC に搭載されてい
るメモリ量です。 

Enable Log： このボタンをチェックすると、カメラ操作がログとしてファイル保存されます。
カメラに問題があったとき、この機能を使って問題解決の糸口を見つけます。 

Show Main Menu dialgo at start up： このボタンをチェックしておくと、proVISION - XS
を立ち上げた時にメインダイアログボックスが現れます。このボタンを外すとダイアログボック
スは現れません。 
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2.2.1212.. レーザーレーザー//カメラタイミングカメラタイミングカメラタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PIV 撮影に必要なカメラとレーザ発光タイミング信号を設定する画面です。レーザタイプ、最
大発光周波数、最小パルス間隔（ΔT）を設定できます。最上部の枠には使用できるタイミング
装置のリストが表示されます。 

Laser type： 4 種類のレーザタイプが選べます。NG:YAG、DPSS Q-スイッチ（ダブルレー
ザ）、パルス半導体レーザ、DPSS Q-スイッチ（シングルレーザ）となります。 

Maximum Laser Frequency： レーザ発光の最大値を設定できます。この設定以上の数値
は、実際の設定で使うことができません。 

Minimum Pulse Separation： 2 発のレーザ発光間隔（ΔT）の最小値を設定できます。こ
の設定値以下の数値は設定することができません。もしこの値を［0］とすると、実際の設定で
はどのような数値でも受け付けることができます。 

Laser sync delay： IDT 高速度カメラを使ったタイミング信号では、カメラの露光開始時間
と同期が取れています。この信号をレーザー発光信号として使う場合、カメラの露光とレーザー
発光が微小にずれるので、ナノ秒単位の遅延設定ができるようになっています。 

Light Intensifier Polarity： イメージインテンシファイア（光増強映像装置）の信号入力の
極性を設定します。正極（positive）、負極（negative）のいずれかを選びます。 
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Cinfigure...： このボタンを押すと レーザの詳細設定が行えます。詳細は、「5.5 Timing 
Setup (Laser)」を参照下さい。 

Update List： このボタンは、システムに接続されているタイミングデバイス装置を再度検索
して表示させるボタンです。また、検出された装置の初期化も行われパラメータがリセットされ
ます。 

 

 

2.2.1313.. ウィンドウメニューウィンドウメニュー 

操作画面の再配置ボタンで、cascade 配置、垂
直配置、水平配置を選択することができます。 

 

 

2.2.1414.. ヘルプメニューヘルプメニュー 

ヘルプメニューにはサポートリンクがあって、本マニュアル（英
文）もここからアクセスすることができます。本ソフトやカメラ
の取扱質問は Eメールで問い合わせることができます。 

「License info...」は、使用するソフトウェアのライセンス詳細（ライセンスタイプ、有効期限、
キャリブレーション、3D）が表示されます。 
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33.. proVISIONproVISION -- XS XS データベースデータベース 

33.1..1. 概要概要 

proVISION - XS データベースは、以下のような階層構造をしています。各ディレクトリーレ
ベルは異なる意味があり、2つのフォルダーとそれぞれにサブフォルダーを持ちます。データベ
ースは、ルートディレクトリーに保存されている provision.mdb ファイルで定義付けされてい
ます。 
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33..22 .. データベース構造データベース構造 

 

33..22 ..11 .. データベースルートデータベースルート（（Database Root = DB rootDatabase Root = DB root）） 

データベースルートは、データベースの根幹のディレクトリーです。このディレクトリーには、
コンフィグレーションファイルとセッションフォルダーがぶら下がっています。コンフィグレー
ションファイルは以下のものです。 

Root （ルート） 

proVISION.mdb proVISION のデータベースであることの宣言ファイ
ル。このファイルがないと proVISION であけること
はできない。 

_config.prv カメラ設定、レーザ設定、モーター制御パラメータが
格納されている。 

_system.prv 本ソフトウェアが使う一般設定。データベースバージ
ョン、ユーザーリスト。 

Default2d.lay 

Default3d.lay 

Tecplot ファイル用初期レイアウト詳細設定。新しい
ディレクトリーが作成される毎にこのファイルが作ら
れる。 

 

33..22 ..22 .. セッションセッション 

セッションはデータベース構造の第二レベルに位置するものです。カメラ操作を起動すると、新
しいセッションが作られるか、すでにあるセッションが開かれます。セッションの中には以下の
ファイルが作られます。 

Session （セッション） 

_config.prv 

このファイルには、セッションの一般パラメータ（名
前、コメント、生成年月と時間）が含まれます。カメ
ラが複数接続されている場合は、使用するカメラを選
択し、使用するレーザのタイプも選択します。これら
の設定は再度セッションフォルダーに保存されます。 

 

「Setup」というセッション名は特別なもので、通常のカメラ PIV 撮影とは異なり、カメラの
テスト撮影として使います。 
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33..22 ..33 .. キャリブレーションキャリブレーション 

新しいセッションが生成されると、自動的に「_No_Calib sub-folder」が作られます。このフ
ォルダーにはキャリブレーションを行わない撮影画像が保存され、「_config.prv」ファイルの
み格納されます。 

一つ以上のキャリブレーション画像が存在する場合は、ファイル名を入れるように促されます。
ファイルは、開いているセッションに「Calibration」の新しいディレクトリーが作られそこに
画像が保存されます。キャリブレーショングレーションのデータは、速度ベクトルを求めるとき
に必要となります。 

キャリブレーションディレクトリーには、以下のファイルが格納されます。 

 

Calibration 

_config.prv カメラ設定、レーザ設定、モーター制御パラメータが格
納されている。 

ImgA, ImgB, 
ImgAB... 

キャリブレーション用画像。画像フォーマットは、TIFF、
Bitmap、PNG、JPEG をサポート。 

 

33..22 ..44 .. アクイジション（取得、撮影）アクイジション（取得、撮影） 

アクイジションフォルダーは、キャリブレーションディレクトリーのサブフォルダーとして作ら
れます。キャリブレーションを行わない場合は、「_No_Calib Directry」の下にできます。 

キャリブレーションディレクトリーの下には、「_On-Line」フォルダーができオンライン処理に
使います。この時画像は保存されません。アクイジションフォルダー名は自動的に Acquis001、
Acquis002 という具合に割り振られ。必要に応じてユーザが名前を付けることもできます。 

アクイジションディレクトリーには、以下のファイルが格納されます。 

 

Acquisition 

 

_config.prv 

撮影のためのパラメータが保存されている。 
Acquisition configuration: 名前、コメント、日付と時間。 
Cameras configuration: 撮影データ 
Laser configuration: 撮影時のタイミングパラメータ 
Sequence configuration: 撮影周波数、ΔT 

ImgA, ImgB, 
ImgAB... 

撮影画像。画像フォーマットは、TIFF、Bitmap、PNG、
Multi-page TIFF（MPT）、Multi-page RAW（MRF）、圧縮
MCF（Multi-Page Compressed）、AVI、BLD をサポート。 

 

  



         IDT ジャパン(株)  - pro VISION - XS 取扱説明書 ‒ ver.3.15.01 - 27 - 

33..22 ..55 .. 解析解析 

PIV 画像が acquisition フォルダーに保存されると、その画像で解析を行うことができます。
PIV 解析のパラメーターはアクイジションディレクトリーのサブホルダーに保存されます。デ
ィレクトリー名は Analysis000、Analysis001 といいう具合に自動的に割り振られます。 

アクイジションディレクトリーは、以下のファイルに格納されます。 

 

Analysis 

 

_config.prv 

撮影のためのパラメータが保存されている。 
Acquisition configuration: 名前、コメント、日付と時間。 
Cameras configuration: 撮影データ 
Laser configuration: 撮影時のタイミングパラメータ 
Sequence configuration: 撮影周波数、ΔT 

Mesh000.msh, 
Mesh001.msh 

解析に使うメッシュの設定情報。サイズ、ポイント交点。 

lay files PIV 解析のプロットデータと表示を行う Tecplot レイアウト
ファイルが保存。 

Output files VTK マルチブロックファイル（*.vtm）。 
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44.. 画像解析画像解析 

44.1..1. 一連の画像を開く一連の画像を開く 

「File」の「Open」から「Images」を選択して画像を
開きます。画像は TIFF、BMP、JPG、PNG ファイルが
利用でき、マルチページファイル（MPT、MRF、MCF、
AVI）も利用できます。 

 

44..22 .. 画像ダイアログバー画像ダイアログバー 

画像を開くと、再生および解析のための操作バーが画像画面の下に現れます。 

 

 

 

再生ボタン： 連続再生、1 コマ再生、逆転再生、停止、最初のフレーム、最後のフレーム出し
ができます。。 

再生速度： 再生速度を設定できます。速度設定はダイアログから選ぶことができます。初期値
は 24 コマ/秒です。 

フレームスライダー： スライダーを使って任意のフレームにアクセスすることができます。全
体の動画像を簡単に見ることができます。 

 

44..33 .. 別の画像フォーマットで保存別の画像フォーマットで保存 

必要に応じて別フォーマットでの画像を保存することができます。 
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55.. カメラ操作と撮影カメラ操作と撮影 

55.1..1. カメラセッションを開くカメラセッションを開く 

「Open camera Session」でカメラ撮影操作を行うことができます。「File」→「open」→
「Camera Session...」からアクセスするか、メインツールバーのカメラボタンを押します。 

 

55..11 ..11 .. 第一ステップ第一ステップ –– セッションタイプセッションタイプセッションタイプ 

以下の画面が現れるので、希望するセッションを選び「Next >」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいセッションの作成（Create a New Session）： このボタンでは、新しくカメラセッ
ションを作成しキャリブレーションを作成します。カメラセッションの名前を記入してしてカメ
ラ操作を行うボタンです。 

セットアップセッションを開く（Open Setup Session (Test only)）： このボタンでは、
カメラを開き撮影のための設定を行います。 

スタンドアローンセッションを開く（Open stand-alone Session (Test only)）： このボ
タンでは、カメラとタイミング装置などを必要とせずに試験用にセッションを行う場合に利用し
ます。リストアップされたカメラとタイミング装置の設定に従って操作のシミュレーションが行
えます。画像は予め保存されているものを読み出します。 

既存のセッションを開く（Open existing Session）： 既に取得したセッションを開きます。
指定したセッションを開くと、そのセッションでの撮影条件で接続されているカメラとタイミン
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グ装置に反映されます。 

 

55..11 ..22 .. 第二ステップ第二ステップ –– セッショ名とフォルダーセッショ名とフォルダー 

第一ステップで「Create a New Session」 を選択して「次へ」ボタンを押すと二番目のステ
ップに移ります。ここではセッション名と関連するコメント入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Setup」もしくは、「Stand-alone Session」を選択した場合、次の画面に進みます。 

この場合はどちらもセッション名は固定で、キャリブレーションは選択することができます。 
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第一ステップで「Existing Session」を選択した場合は、利用可能なセッションがリストアップ
されます。希望するセッションを選択し必要に応じてキャリブレーション設定を行うことができ
ます。 
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55..11 ..33 .. 第第三三ステップステップ –– カメラ選択フィルターカメラ選択フィルター 

データベースセッションとキャリブレーションフォルダーを指定した後は、パソコンに接続され
て使用できるカメラを選択します。「Stand-alone」セッションの設定の場合は、カメラの指定
は行われずカメラ無しでの操作を続けます。 
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55..11 ..44 .. 第四ステップ第四ステップ –– カメラ設定カメラ設定 

カメラの選択とタイミング装置の選択をこのウィザードで行います。以下では、装置に接続され
た使用できるカメラが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カメラに接続できるタイミングデバイス（レーザ発振と同期がとれる装置）は、上図の「Current 
camera timing」欄にリスト表示されるので、ここから希望するタイミングデバイスを選択し
ます。タイミングデバイスは、「Timing Devices Configuration...」でリストアップされたも
のが選択できます。 

LAN 経由の通信で使用するカメラ、ネットワークアダプタの IP アドレスが間違っている場合は、
黄色の警告表示がでます。IP アドレスの変更は、上図の「Edit IP address...」ボタンを押して
変更します。IP アドレスを変更したら「Test IP address」ボタンを押して通信が正常に行える
か確認できます。（このテストは ping コマンドを該当カメラに送るもので、通信が正常にでき
ているかを確認するものです。） 
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「stand-alone」セッションを選んだ場合は、上図とは別の操作画面が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このセッションではカメラとタイミングデバイスは無視され、これらの機器無しで操作を行いま
す。画像は既に保存してあるものを読み出します。 
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55..11 ..55 .. 第五ステップ第五ステップ –– 33D PIVD PIV 用用カメラカメラのグループ化のグループ化 

前ページの画面で 2カメラを設定し「Next>」ボタンを押すと以下の画面が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2つのカメラ画像を別々の画面でPIV処理する2D（Open cameras in two separate windows）
と、一つの画面に並べる 3D（Open cameras in the same window）を選択できます。 

 

 

55..11 ..66 .. 第六ステップ第六ステップ –– 確認と終了確認と終了  

「Next>」ボタンを押すと六番目のステップが現れます。セッションは「Finish」ボタンを押す
ことでスタートします。 
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55..11 ..77 .. 11 台使用のカメラレイアウト台使用のカメラレイアウト  

1 台のカメラ使用時、以下のような操作メニューが現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



         IDT ジャパン(株)  - pro VISION - XS 取扱説明書 ‒ ver.3.15.01 - 37 - 

55..11 ..88 .. 22 台使用のカメラレイアウト（台使用のカメラレイアウト（22 画面表示）画面表示）  

2 台カメラ使用の時には以下のような 2画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 台のカメラ（Camera A、Camera B）では、操作したいカメラ画面をアクティブにして、画
面右上にあるカメラツールバーでカメラの操作を行います。 
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55..11 ..99 .. 22 台使用のカメラレイアウト（ステレオ台使用のカメラレイアウト（ステレオ 11 画面）画面）  

ステレオモード使用では、1 画面に 2 台のカメラ画像を表示させ同時操作できます。これは
「5.1.5. 第五ステップ」で設定した 3D表示となります。処理結果の画面が以下に示したもの
になります。操作は両方のカメラで同じで設定も同一となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面操作のメリットは一つのボタン操作で 2 画面を保存したり再生したり処理できること
です。2D/3D 画像モードは、画像ファイル自体に記述されて自動的に保存と開くことができる
ようになっています。 
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55.2.2 .. カメラツールバーカメラツールバー 

メイン画面上部には以下のようなカメラ操作のアイコンが配列されています。カメラが認識され
てメイン画面になるときに表示されます。 

 

 

 

 

 

Camera Pad      ： このトグルボタンを押す毎にカメラ操作パッド画面が表示されたり非
常時になります。 

カメラ設定      ： このトグルボタンは、カメラの撮影速度や撮影枚数、露光時間などを設定
するパッドを表示させます。 

録画設定      ： このトグルボタンは、録画設定の表示ボタンで、撮影枚数、保存先を設定す
ることができます。 

カメラグループ設定      ： 複数台のカメラを表示させるとき、希望するカメラ画面を選択表
示させるトグルボタンです。 

PIV 露光ビューモード      ： このトグルボタンは、ダブル露光モードの 2 重画像の表示を
設定するものです。モードは 3 種類に切り替えられ、1 番目の露光画像と 2 番目の露光画像を
重ねあわせて表示するモード、最初の露光画像のみ、2番目の露光画像のみの表示設定が選べま
す。 

オンライン処理      ： このトグルボタンは、オンライン処理を行うもので。ライブ画像をリ
アルタイムで PIV 処理します。 
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55..33 .. カメラパッドカメラパッド 

カメラパッド表示ボタンを押すと以下のカメラパッド画面が現れます。カメラ操作をこのパッド
で行うことができます。 

録画ボタン      ： 録画を開始するボタンです。ライブ画像を見る場合には、   ライブボ
タンを押します。録画ボタンを押すと予め決められた枚
数分を録画し終了します。 

ストップボタン         ： カメラの録画、ライブを
停止するボタンです。 

ライブボタン      ： ライブボタンです。このボタン
を押すとカメラからのライブ画像を画面に表示します。 

イベントトリガーボタン      ： カメラが Circular（サ
ーキュラー）モード、すなわちトリガー待ち録画の場合、
このボタンで録画を完了させます。 

再生ボタン          ： 録画が終わった画像の再生ボ
タンです。正方向、逆方向の再生を行います。 

1 コマ再生、および頭出しボタン     ： 再生ボタンの両側にあるボタンが、1コマ送り
ボタンで、その隣にあるのが頭出しボタンです。正方向と逆方向のボタンがそれぞれあります。 

ループ再生ボタン       ： このトグルボタンでループ再生を行うか、一方向再生でエンドに
来た時にストップさせるかの選択ができます。 

保存データを呼び出すボタン       ： スナップショットやライブを終えた後画像を読み出す
ボタンです。 

再生スピードメーター                         ： 録画された画像の再生スピードの設定メ
ーターです。 

表示フレーム                   ： 表示されている画像のフレーム番号です。左の例では録
画された画像は 200 枚あり、その内の 38 番目、フレーム番号は 27 を示しています。 
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55..44 .. カメラ設定カメラ設定 

カメラ設定は、次ページで示すカメラツールバーで行います。露光時間の設定やアクイジション
モードの設定などが簡単に行えます。カメラツールバーは、カメラに関する様々な情報を保存し
ていて必要に応じて変更することができます。カメラツールバーはカメラ設定ボタンを押すか、
「Camera menu」→「Camera Settings」からアクセスします。このダイアログの最初のタ
ブは接続されているカメラによって画面が変わってきます。 
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55..44 ..11 .. IDTIDT カメラ設定カメラ設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mode ： デフォルト（初期設定）は 1台カメラの連続撮影モード（single もしくは double）
です。このモードは設定条件を整える際に使うもので、カメラが連続して撮影を行うのでタイミ
ングの心配をせずに撮影範囲や露光条件などを決めるのに便利です。モードはこのほかに
Triggered (single)、Triggered (double)、Double Exposure があります。これらのモードで
はトリガー信号が必要です。レーザを発振させていないときは、カメラは連続モードで使い、レ
ーザの発振と同期して撮影する場合は、トリガーモードで使用します。トリガーモードはコンボ
ゴックスから設定します。 

Reset ： カメラのリセットボタンです。 

Record mode ： 録画モードが「Noirmal」である場合、録画ボタン開始と同時に録画が始
まり、指定された録画枚数に達すると録画を終えます。「Circular」（サーキュラー）モードの
場合はカメラは録画を続け、指定枚数になったら最初の画像を消して上書きします。トリガーボ
タン（もしくはトリガー信号）で録画を終了します。 

Exposure（露光時間） ： カメラの露光時間を設定できます。単位はマイクロ秒です。トリ
ガーモード（ダブル）での露光時間は最小時間に設定され、2発のレーザー発光間隔時間に対応
します。ダブル露光モードでは、最適な露光時間が一意的に設定され変更することはできません。 

レート（撮影速度） ： カメラの撮影速度は設定可能です。トリガーモードとダブル露光モー
ドでは、レーザの発振周波数に自動的に調整されます。 

センサーゲイン ： カメラのセンサーゲインは設定可能です。カメラのタイプによって 3種類
から 4種類の設定ゲインがあります。 
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ビンニング ： ビンニングモードは、1 x 1 から 4 x 4 まで設定可能です。ビンニングを行う
と見かけ上のピクセルサイズが大きくなりますので、S/N と感度が向上します。この設定を行
う際は、今まで設定していた解像度（ROI = Region Of Interest）がリセットされます。また
この操作はカメラの停止状態で行います。 

ピクセルフォーマット ： 画素の濃度は、8ビット（256 階調）、9ビット（512 階調）、10 ビ
ット（1024 階調）のグレースケールを設定できます。濃度を 8ビットとして処理、保存する場
合は、10 ビット階調から任意の 8 ビット濃度を切り出すことができ、各ビットは lower bits、
middle bits、upper bits となります。 

工場出荷時のバッググランド補正とピクセル感度補正（PSC = Pixel Sensitivity 
Correction） ： 画像ノイズ補正には 3 種類の補正設定があるので必要に応じてセットしま
す。 

使用中でのバッググランド補正とピクセル感度補正（PSC）： 現場での画像ノイズ補正が行え
ます。 

使用中でのバッググランド補正とピクセル感度補正（PSC）を取得： カメラにレンズキャッ
プを被せて、黒味のバックグランドノイズをとります。PSC には撮影エリアを均一に照射する
ムラのない光源が必要です。 

キャリブレーション実施中のレーザ光ON： このオプションを選択した際は、バックグランド
ノイズ補正実施中もレーザ光を発光させます。 
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55..44 ..22 .. メモリー（メモリー（DDRDDR 搭載カメラおよび搭載カメラおよび Xstream Xstream PCIePCIe））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Samples： 録画枚数の設定です。1枚撮影からカメラに与えられた録画領域（RAM）最大ま
で設定することができます。解像度の設定（ROI）によっても最大枚数は変わってきます。ダブ
ル露光モードでは 2枚が一つの PIV 画像となります。 

Pre-Trigger / Post-Trigger： 録画モードをサーキュラー（Circular）に設定すると、ト
リガー信号入力時点を境にそれ以前（Pre-Trigger）とそれ以後（Post-Trigger）の枚数が録画
されます。その設定をここで行います。上の例では、プリトリガー枚数が 100 枚でポストトリ
ガーが 900 枚、合計 1000 枚の録画となります。 

アクイジションアロー（Acquisition Arrows）（録画領域設定矢印）         ： 録画領域
を複数以上設定する場合に用いる領域移動矢印です。カメラの撮影メモリを小分けに設定して複
数回の動画撮影が行えます。 

詳細設定（Advanced） ： Advanced ボタンを押すと録画領域の詳細設定画面が開きます。 
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55..44 ..33 .. 画像レイアウト画像レイアウト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ROI（画像解像度） ： 次頁を参照下さい。 

像の回転（Orientation） ： 「Orientation」ボタンを押すと、像の回転設定が行えます。
水平反転、垂直反転、90°、180°、270°回転の設定ができます。 

像の階調（Sharpen、Gamma、Brightness、Contrast）： 像の階調を調整するスライダ
ーです。 
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55..44 ..44 .. 画像解像度（画像解像度（ROI = Region Of InterestROI = Region Of Interest））  

前頁の画面の「Edit」ボタンを押すと、この画面が現れます。IDT カメラは必要に応じて撮像
素子の一部だけを撮影に使う部分撮像エリア機能を持っています。これを ROI（ = Region Of 
Interest）（領域設定）と言います。この設定は「Edit」ボタンで ROI を設定します。 

下の画面が ROI 設定画面です。赤枠が選択された画素域で、左欄の数値段は予め設定された選
択設定で、画素数で示されています。「Center ROI」は、赤枠をセンサー（撮像素子）中心位
置にもってくるもので、「Reset ROI」は、撮像素子の持つ最大値に設定します。 

「X」は、赤枠左上の X座標値で、「Y」は Y軸座標値です。「W」と「H」は赤枠の画素数です。
赤枠の四方にある赤ドットをつまんでドラッグすると大きさが変わり、赤枠線上をドラッグする
と自由に赤枠が移動します。ドラッグすると都度、「X」、「Y」、「W」、「H」の表示が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ROI の設定が終わると、赤枠で設定された画像領域での撮影となり
ます。ROI の設定は、撮影速度に影響を与え小さい画素数の ROI（特
に垂直方向画素）では撮影速度を速くすることができます。 

ROIの設定が終わったら、メイン画面で変更画像の大きさを確認し、
必要に応じて操作画面の大きさを調整します。「View」→「Fit to 
Window」で大きさを自動調整して、画面にフィットさせることが
できます。 
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55..44 ..55 .. ヒストグラムヒストグラム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒストグラムは、画像の濃度分布を表したもので、8ビット階調（カメラによっては 10 ビット、
12 ビット）の濃度分布がどのような拡がりで分散しているのかを確認することができます。横
軸が濃度階調で縦軸が頻度（全体画素数を 100%としたときの割合）を示します。ヒストグラム
がこの階調内に均等に割り振られるよう、露光時間やレンズ絞りを調節して適正露光になるよう
にします。 
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55..44 ..66 .. 電動レンズ電動レンズ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒカメラにモータ駆動レンズ（マイクロフォーサーズマウントレンズ）が装着されている場合、
リモートでレンズフォーカス、絞り設定、ズーム設定が行えます。 
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55..55 .. Timing Setup (Laser) Timing Setup (Laser) レーザタイミング設定レーザタイミング設定 

 

55..55 ..11 .. 概要概要  

タイミングデバイス（MotionPro タイミングハブ、タイミングボックスプラス NI-6602 PIC
ボード）は、proVISION ソフトウェアがサポートする PIV 同期信号装置で、Nd:YAG レーザ
やパルス半導体レーザとカメラの撮影タイミング信号設定を行います。信号は TTL（Transistor 
Transistor Logic）信号で YAGレーザのランプ発光信号、Qスイッチ信号で、カメラへも TTL
信号を供給します。 

以下に二種類のタイミング装置の概要を説明します。 

MotionPro タイミングハブ ： 本装置は USB2.0 で操作 PC と接続されるので操作 PC に専
用ボードを組み入れる必要はありません。8系統の独立した BNC ポートの信号出力と 2系統の
トリガー信号入力を持ちます。8系統の出力は使用するレーザを指定することで役割が異なりま
す。詳細は、補足 11.の「11.5.3. MotionPro タイミングハブ」を参照下さい。 

タイミングユニット ： 本装置には、National Instruments 
PCI-6602 ボードが必要です。これに同期信号ボックスをケーブル
接続して使います。 

以下にサポートしているタイプを説明します。 

1. Nd:YAG ： 発振周波数の低いレーザです。（New-Wave 
Solo、Gemini） 

2. DPSS Q-switch（double） ： 高速発振の DPSS レーザで 2 つの Qスイッチレーザ
ロッドを備えています。（Neew-Wave Pegasus）。DPSS は Diode Pumped Soid State
の略で、半導体レーザを励起光源としたレーザです。 

3. DPSS Q-switch（single） ： 高速発振の DPSS レーザで 1つの Qスイッチレーザロ
ッドを備えています。（IDT 社 new green laser）。 

4. Pulsed Diode ： 高速 PIV 用のパルスダイオードレーザです。（IDT 社 XS-IR 赤外
レーザ） 

レーザー発振には以下のモードがあります。 

1. INTERNAL（内部発振） ： タイミングデバイスの内部クロックでレーザ発振出力とカ
メラ同期信号を出力します。 

2. EXTERNAL（外部発振） ： 実験装置からの同期信号を受けてレーザ発振、カメラ同期
信号を出力します。Trigger IN に使う外部信号は TTL 信号となります。 

3. SYNC ： このモードは、タイミングユニット装置を使った YAGレーザ同期用です。外
部からのランダム信号に同期させます。Trigger IN に使う外部信号は TTL 信号となりま
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す。 

重要事項 ： 操作モードの切替は、レーザが発振していない時、つまり
「Laser/Timing」の ON/OFF ボタン      が OFF の時のみ有効で
す。 

「ON/OFF」、「Emission」ボタンはタイミングデバイスによる発振信号の発振を行うボタンで
す。 

・� 「OFF」の状態ではタイミング信号は出力しないので、カメラモードは「Continuous」（連
続）に設定されます。従って、カメラは内部モードで撮影を行い外部信号による同期撮影
は行われません。 

・� 「ON」状態ではカメラは 3つのモードを持ちます。 

Triggered（single） ： タイミングデバイスからは、同期信号が 1発カメラに出力
され、その同期信号に従って 1枚の撮影を行います。また、カメラ撮影信号に同期して
レーザ発振信号が 1発出力されます。 

Triggered（double） ： タイミングデバイスからは、同期信号が 1 発カメラに出
力され、その同期信号に従って 2 発（その間隔がΔT）のレーザ同期信号が出力されま
す。 

Double exposure ： タイミングデバイスからは、同期信号が 2 発カメラに出力さ
れ、その同期信号に従って同じタイミングの 2 発（その間隔がΔT）のレーザ同期信号
が出力されます。 

「Emission」ボタンが「ON」になるとレーザに信号が出力されます。 

レーザー発振信号は、以下の条件の場合は出力されません。 

1. 内部発振モードで、「レーザ発振周波数」が「0」であるとき。 

外部発振モードで、その発振周波数が高く、タイミングデバイスの詳細設定でセットした
「最大レーザ発振周波数」以上の信号であるとき。 
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55..55 ..22 .. Nd:Nd:YAGYAG レーザーレーザー  

Motion Pro タイミングハブ： 内
部発振（Internal）モードと外部発振
（External）モードの 2つをサポート。
初期設定は内部発振モード。8チャン
ネルの信号配分は以下の通り。 

 

信号 機能 レベル 
Trig A 外部同期入力 TTL High 
Output 0 カメラ Aトリガー TTL High 
Output 1 カメラ Bトリガー TTL High 
Output 2 ライトインテンシファイアーA TTL High 
Output 3 ライトインテンシファイアーB TTL High 
Output 4 フラッシュランプ A トリガー TTL High 
Output 5 Q スイッチ A トリガー TTL High 
Output 6 フラッシュランプ B トリガー TTL High 
Output 7 Q スイッチ B トリガー TTL High 

 

 

Y-Camera 内部発振同期： 内部発振（Internal）モードと外部発振（External）モードの 2
つをサポート。初期設定は内部発振モード。信号配分は以下の通り。 

 

信号 機能 レベル 
BNC 1（赤） フラッシュランプ A TTL High 
BNC 2（緑） フラッシュランプ B TTL High 
BNC 3（青） Q スイッチ A TTL High 
BNC 4（黒） Q スイッチ B TTL High 

 

他の IDT 高速度カメラ同期： サポートしていません。 
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5.5.2.1. 内部モード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カメラ同期信号とレーザ発振信号は、タイミングハブの内部発振クロックで生成されます。 

希望するレーザ発振周波数「Laser Frequency［Hz］」をセットし、2発のレーザ発光間隔「Pulse 
Separation［μs］」、および A、B の Q スイッチの遅延時間「Q-switches［μ秒］」を設定し
ます。遅延設定は 0.05μ秒（ = 50 ナノ秒）単位で 1μ秒から 10 ミリ秒まで設定できます。 

カメラ同期信号は、レーザ発振と同期したものが出力されますが「Camera Div」の設定で間引
かれた信号、例えば、「2」と設定すればレーザ信号出力 2つに一つの出力が行われます。 

Sub-Mode は、タイミングハブでサポートされているもので、次頁で説明しています。 

光増強装置（イメージインテンシファイア）用信号も用意され、Q スイッチ信号と同期して出
力されます。 

次ページに出力のタイミング図を示します。「Camera Div」を「2」に設定した時のタイミン
グ図です。 
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5.5.2.2. 外部モード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部同期の場合、カメラ同期信号とレーザ発振信号は、外部信号によって生成されます。 

外部信号には TTL 信号を使います。タイミングハブは、外部信号の周波数を精度よく計測し表
示します。外部信号周波数が高くてそのままではレーザとカメラ同期信号として使用できない場
合は、「Laser Div」および「Camera Div」で分周して使います。 

外部入力信号の位相は遅延設定で調整可能です。遅延設定は 1 周期分の角度遅延（degree）で
設定できます。周期的な応用では便利な遅延設定です。 

光増強装置（イメージインテンシファイア）に入れる信号は、Qスイッチと同期しています。 

次ページに一般的な出力のタイミング図を示します。図では外部クロック信号から「Laser Div」
を 2 にセットしたため、外部信号の半分の周波数がレーザー出力（「Trigger Out」、「Flash 
Lamp」、「Q-switch」）され、その後レーザ出力の半分がカメラ信号として出力されます。また、
Phase 遅延が 180°に設定されています。 
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55..55 ..33 .. DPSS QDPSS Q スイッチ（ダブル）レーザースイッチ（ダブル）レーザー  

Motion Pro タイミングハブ： 内部発振（Internal）と外部発振（External）の 2 種類のモ
ードをサポートしています。初期設定は内部発振です。タイミング信号出力を以下の表に示しま
す。 

 

信号 機能 レベル 
Trig A 外部同期入力 TTL High 
Output 0 カメラ Aトリガー TTL High 
Output 1 カメラ Bトリガー TTL High 
Output 2 カメラ Cトリガー TTL High 
Output 3 ライトインテンシファイアー A TTL High 
Output 4 ライトインテンシファイアー B TTL High 
Output 5 ライトインテンシファイアー C TTL High 
Output 6 Q スイッチ A トリガー TTL High 
Output 7 Q スイッチ B トリガー TTL High 

 

Y-Camera 内部発振同期： 内部発振（Internal）と外部発振（External）の 2 種類のモー
ドをサポートしています。初期設定は内部発振です。タイミング信号出力を以下の表に示します。 

 

信号 機能 レベル 
BNC 1（赤） Q スイッチ A TTL High 
BNC 2（緑） Q スイッチ B TTL High 
BNC 3（青） N/A TTL High 
BNC 4（黒） N/A TTL High 

 

他のカメラの同期： 2 種類のトリガーモードをサポートしています。タイミング信号出力を以
下の表に示します。 

 

信号 機能 レベル 
Sync out Q スイッチ A TTL High 
Ready out Q スイッチ B TTL High 

 

  



         IDT ジャパン(株)  - pro VISION - XS 取扱説明書 ‒ ver.3.15.01 - 57 - 

5.5.3.1. 内部モード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部発振モードでは、内部クロックでレーザー出力信号、カメラ同期信号が作られます。遅延設
定は 0.01μ秒（ = 10 ナノ秒）単位で 1μ秒以下から 10 ミリ秒まで設定できます。 

カメラ同期信号は、レーザ発振と同期したものが出力されます。 

Sub-Mode は、タイミングハブでサポートされているものです。出力モード（output mode）
はサポートされていません。 

以下にページに出力のタイミング図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

  



         IDT ジャパン(株)  - pro VISION - XS 取扱説明書 ‒ ver.3.15.01 - 58 - 

5.5.3.2. 外部モード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部同期の場合、カメラ同期信号とレーザ発振信号は、外部信号によって生成されます。 

外部信号には TTL 信号を使います。タイミングハブは、外部信号の周波数を精度よく計測し表
示します。外部信号周波数が高くてそのままではレーザとカメラ同期信号として使用できない場
合は、「Laser Div」および「Camera Div」で分周して使います。 

外部入力信号の位相は遅延設定で調整可能です。遅延設定は 1 周期分の角度遅延（degree）で
設定できます。周期的な応用では便利な遅延設定です。 

右下に一般的な出力のタイミング図を示します。図では外部クロック信号から「Laser Div」を
4 にセットしたため外部信号の 1/4 の周波数がレーザー出力（「Camera Out」、「Q-switch」）
され、その後レーザ出力の半分がカメラ信号
として出力されます。また、Phase 遅延が
180°に設定されています。 
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55..55 ..44 .. DPSS QDPSS Q スイッチ（シングル）レーザースイッチ（シングル）レーザー  

シングル発振レーザを用いた時の Qスイッチタイミング信号例です。 

MotionPro Timing Hub ： 内部発振（Internal）と外部発振（External）の 2 種類のモー
ドをサポートしています。初期設定は内部発振です。タイミング信号出力を以下の表に示します。 

信号 機能 レベル 
Trig A 外部同期入力 TTL High 
Output 0 カメラ Aトリガー TTL High 
Output 1 カメラ Bトリガー TTL High 
Output 2 カメラ Cトリガー TTL High 
Output 3 ライトインテンシファイアー A TTL High 
Output 4 ライトインテンシファイアー B TTL High 
Output 5 ライトインテンシファイアー C TTL High 
Output 6 Q スイッチ トリガー TTL High 
Output 7 トリガー出力 TTL High 

 

Y-Camera 内部発振同期： 内部発振と外部発振の 2種類のモードをサポートしています。初
期設定は内部発振です。タイミング信号出力を以下の表に示します。現行の Y-camera のファームウ
ェアはOutput1（赤色 BNC）から一発のパルス信号を出力し他の信号は出力されません。 

 

信号 機能 レベル 
BNC 1（赤） Q スイッチ トリガー TTL High 
BNC 2（緑） N/A TTL High 
BNC 3（青） N/A TTL High 
BNC 4（黒） N/A TTL High 

 

他のカメラの同期： 内部発振と外部発振の 2種類のモードをサポートしています。初期設定
は内部発振です。タイミング信号出力を以下の表に示します。 

 

信号 機能 レベル 
Sync out Q スイッチ トリガー TTL High 
Ready out N/A TTL High 
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5.5.4.1. 内部モード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部発振モードでは、内部クロックでレーザー出力信号、カメラ同期信号、イメージインテンシ
ファイア同期信号が作られます。発振信号は 0 から最大周波数まで連続で出力し、パルスセパ
レーション設定は0.01μ秒（ = 10ナノ秒）単位で1μ秒以下から10ミリ秒まで設定できます。 

レーザは、1チャンネルの同期信号で発振します。プリトリガーパルスは、画像撮影用の 2発の
パルスの前に出力されます。カメラとイメージインテンシファイアは 2 番目と 3 番目のパルス
信号に同期します。 

Sub-Mode は、タイミングハブでサポートされているものです。出力モード（output mode）
はサポートされていません。 

以下にページに出力のタイミング図を示します。 
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5.5.4.2. 外部モード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部同期の場合、カメラ同期信号とレーザ発振信号は、外部信号によって生成されます。 

外部信号には TTL 信号を使います。タイミングハブは、外部信号の周波数を精度よく計測し表
示します。外部信号周波数が高くてそのままではレーザとカメラ同期信号として使用できない場
合は、「Laser Div」および「Camera Div」で分周して使います。プリトリガーパルスは、画
像撮影用の 2 発のパルスの前に出力されます。カメラとイメージインテンシファイアは 2 番目
と 3 番目のパルス信号に同期します。外部入力信号の位相は遅延設定で調整可能です。遅延設
定は 1周期分の角度遅延（degree）で設定できます。周期的な応用では便利な遅延設定です。 

右下に一般的な出力のタイミング図を示します。図では外部クロック信号から「Laser Div」を
4 にセットしたため外部信号の 1/4 の周波数がレーザー出力（「Camera Out」、「Q-switch」）
され、その後レーザ出力の半分がカメラ信号として出力されます。また、Phase 遅延が 180°に
設定されています。 
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55..55 ..55 .. 半導体パルス半導体パルスレーザー（レーザー（XSXS-- IRIR））  

パルス半導体レーザーは、795nm、連続出力 4Wの近赤外レーザ発光です。タイミングデバイ
スからの TTL 信号によって応答します。 

MotionPro Timing Hub ： 内部発振と外部発振の 2 種類のモードをサポートしています。
初期設定は内部発振です。タイミング信号出力を以下の表に示します。 

信号 機能 レベル 
Trig A 外部同期入力 TTL High 
Output 0 カメラ Aトリガー TTL High 
Output 1 カメラ Bトリガー TTL High 
Output 2 カメラ Cトリガー TTL High 
Output 3 ライトインテンシファイアー A TTL High 
Output 4 ライトインテンシファイアー B TTL High 
Output 5 ライトインテンシファイアー C TTL High 
Output 6 レーザー トリガー A TTL High 
Output 7 レーザー トリガー B TTL High 

 

Y-Camera 内部発振同期： 内部発振と外部発振の 2種類のモードをサポートしています。初
期設定は内部発振です。タイミング信号出力を以下の表に示します。 

信号 機能 レベル 
BNC 1（赤） レーザー トリガー A TTL High 
BNC 2（緑） レーザー トリガー B TTL High 
BNC 3（青） N/A TTL High 
BNC 4（黒） N/A TTL High 

 

他のカメラの同期： 内部発振と外部発振の 2種類のモードをサポートしています。初期設定
は内部発振です。タイミング信号出力を以下の表に示します。 

信号 機能 レベル 
Sync out レーザー トリガー A TTL High 
Ready out レーザー トリガー B TTL High 
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5.5.5.1. 内部モード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レーザーとカメラ、イメージインテンシファイアはタイミングハブの信号によって同期します。
同期信号は連続して 0から最大撮影速度まで設定出力します。レーザの 2発の発光間隔は 0.01
μ秒（10 ナノ秒）単位で 1μ秒以下から 100ms まで設定できます。 

カメラはレーザ発光と位相同期します。レーザーの発光時間は「duration」設定で行います。
これはセパレーション時間のパーセント設定となり、1%から 100%まで設定できます。セパレ
ーションが 400μ秒で「Duration」が 1%なら 4μ秒となります。 

Sub-Mode および出力モード（output mode）： タイミングハブでサポートされているも
のです。 

右下に出力タイミング図を示します。 
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5.5.5.2. 外部モード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部同期の場合、カメラ同期信号とレーザ発振信号は、外部信号によって生成されます。 

外部信号には TTL 信号を使います。タイミングハブは、外部信号の周波数を精度よく計測し表
示します。外部信号周波数が高くてそのままではレーザとカメラ同期信号として使用できない場
合は、「Laser Div」および「Camera Div」で分周して使います。外部入力信号の位相は遅延
設定で調整可能です。遅延設定は 1 周期分の角度遅延（degree）で設定できます。周期的な応
用では便利な遅延設定です。 

2 発のレーザパルス発光間隔は「duration」で設定できます。1%から 100%まで設定できます。
セパレーションが 400μ秒で「Duration」が 1%なら 4μ秒となります。 

右下に一般的な出力のタイミング図を示します。図では外部クロック信号から「Laser Div」を
4 にセットしたため外部信号の 1/4 の周波数がレーザー出力（「Camera Out」、「Q-switch」）
され、その後レーザ出力の半分がカメラ信号として出力されます。また、Phase 遅延が 180°に
設定されています。 
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55..55 ..66 .. SubSub--modemode((サブモードサブモード))およびおよび Output mode(Output mode(出力モード出力モード))（タイミングハブ（タイミングハブ
のみ）のみ）  

Sub-mode（サブモード）と Output mode（出力モード）設定は、タイミングハブを用いて内
部発振のみ有効です。そして Output mode はパルス半導体レーザー（XS-IR）のみ有効となり
ます。 

Sub-mode（サブモード）とOutput mode（出力モード）は、Y-Camera の内部同期信号インターフェースでは
サポートしていません。 

Sub-mode： サブモードは、外部信号で働くモードで、ゲート信号、バースト信号の働きが
あります。サブモードは、以下の三つがあります。 

・� Free-run： 外部信号関係なしに信号を発振させるモードです。 

・� Gate： 外部信号（Input 0 もしくは Input 1）をゲート信号として機能させるモードで
す。ゲート信号が High の時出力します。 

・� Burst： 外部信号（Input 0 もしくは Input 1）の 1 つを使って、その立ち上がり信号で
起動させるモードです。 

Output mode： 出力チャンネルからの信号形態の選択を行います。以下の三つのモードが
あります。 

・� A ‒ ( 1 チャンネルから 2パルス)： レーザ出力信号が 1チャンネルから 2パルス（第一
パルスと第二パルス）が出力されるモードです。 

 

 

 

 

・� B ‒ ( 1 チャンネルから 1パルス)： 外部信号「Trig A」を受け取り、第一パルスを出力
し、もう一つの外部信号「Trig B」から第二パルスを出力します。2つの出力パルスは別々
のチャンネルから出力されます。 
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・� C ‒ ( 2 チャンネルから 1パルス)： 2 つのパルス信号を送る代わりに、それぞれのレー
ザーパルスは一発のパルスを受け取ります。そのパルスの幅はセパレーション時間となり
ます。（以下の図を参照のこと。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55..55 ..77 .. 詳細設定詳細設定  

 

 

 

 

 

 

 

レーザー設定画面が ON になっている時は、レーザー設定が行えます。必要に応じて
「Configure...」ボタンを押して設定を行って下さい。 
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55..66 .. キャリブレーション画像の保存キャリブレーション画像の保存 

PIV 画像作成において、画像の歪みと倍率補正が必要な場合があります。新しくセッションを
開く場合、キャリブレーション用のサブフォルダーが作られます。 

カメラ操作の垂直バーには右に示すような 2 つのキャリブレーションボ
タンがあります。上のボタンはキャリブレーションを適用するか適用しな
いかのボタンです。（キャリブレーションファイルがない場合、すなわち、
「_No_Calib」である場合は有効となりません。）二番目のボタンはキャ
リブレーションの詳細設定ボタンで、以下の設定画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の画面の［Configuration］タブは、［Calibration］と［Camera Options］の二つのグル
ープがあります。［Calibration］については、「6. PIV Processing Tools」の章で詳しく触
れます。［Camera Options］はキャリブレーション用の画像を保存したり、proVISION デー
タベース内の他のフォルダーからインポートしたり、キャリブレーションフォルダーの保存先パ
スを変更したりできます。 

上図画面内の［Parameters］タブは、現状あてがわれているパラメータを表示します。 
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55..66 ..11 .. キャリブレーション画像保存の手順キャリブレーション画像保存の手順キャリブレーション画像保存の手順  

キャリブレーション画像の保存手順を示します。 

ここではまず、キャリブレーションの名前を入力し、画像のフォーマットサイズ、使用するカメ
ラを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Calibration Family Name： キャリブレーションを格納するサブフォルダーの名前です。
このサブフォルダーの中にキャリブレーション画像が保存されます。 

File Type： 画像フォーマットは、TIFF、Bitmap、PNG から選びます。 

Camera Groups： 1 台以上のカメラが選択されている場合（2D もしくは 3D）、どのカメ
ラをキャリブレーション画像として取得するかの選択を行います。proVISION - XS では、選択
されたカメラのみの画像を保存します。 

 

次のページで、キャリブレーションのモデルと保存する画像の枚数の設定を行います。 

 

Calibration models： 以下の 2 種類のキャリブレーションモデルがあります。 

Simplified： この設定は、以前のバージョンでは［Standard］と呼ばれたものです。1台の
カメラ（2D 用）を使って 1 枚の画像を取得します。これは複数台のカメラ画面（3D 用）でも
同様です。 

Generic： この設定は、以前のバージョンでは［distoted］と呼ばれたものです。1台のカメ
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ラを使って 1枚の画像を取得します。複数台のカメラ画面では 5～31 枚の画像が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意： ［Calibration Model］は、前ページで開かれた各カメラグループ毎に行
われます。 
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5.6.1.1. 1 台カメラの操作画面（2D） 
キャリブレーション画像（［Then enter the number of calibration images below］）は、1
枚必要です。枚数を指定して［Next >］ボタンを押すと画像を取得し指定した画像フォーマッ
トでキャリブレーションフォルダーに保存されます。［finish］ダイアログボックスが現れ、シ
ャリ部レーション処理を促します。 

 

5.6.1.2. 複数台カメラの操作画面（3D） 
Calibration model が［Simplified］で、キャリブレーション画像が 1 枚の指定である場合、
［Next >］ボタンをして画像を保存します。 

Calibration model が［Gneric］である場合は、キャリブレーション画像は 5枚から 31 枚必
要です。 

キャリブレーション画像を Z 軸方向に移動させ、移動した量［mm］を入力して画像を保存し
ていきます。最初の画像は［0］mmです。それを振り分けにマイナス方向とプラス方向の移動
量を持つ画像を保存していきます。［Next >］により次の画像に移りますので、必要な Z軸移動
をしてキャリブレーションフォルダーに保存していきます。Progress indicator 表示が増えて
いきます。 

すべてのキャリブレーション画像を取得したら「Finish」ダイアログが現れます。 
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55..66 ..22 .. キャリブレーション画像のインポートキャリブレーション画像のインポート  

［ Import Calibration... ］ボタン          を押すと以下の画面が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の 3 つのオプションが選択できます。 

Unload the calibration and return to the “No Calibration” folder in the current session： 
このオプションは、単に現行のカメラセッションのパスを変更するものです。キャリブレーショ
ンはロードされず、［_No_Calib］ディレクトリーに変更されます。現行のセッションが
［_No_Calib］フォルダーで生成されている場合は、このオプションはグレー表示となります。 

Point to a calibration folder in the current session： 他のフォルダーにキャリブレーショ
ンファイルがあり、それを流用する場合は、指定パスを変更しファイルを指定します。 

Create a new calibration folder and import images in the current session： 他のキャリ
ブレーションディレクトリーから画像と設定をインポートします。上図の左欄がデータベースの
ツリー構造で、キャリブレーション画像がリストアップされています。下欄には画像のサイズが
表示されていてキャリブレーションを適用しようとする画像とサイズが異なる場合は赤字で表
示されます。［Calibration Name］で新しい名前を入力して［OK］ボタンを押すと、新しいフ
ォルダーが作られてそこに指定された画像とパラメータファイルがコピーされます。キャリブレ
ーション用の画像サイズ（Image size）とカメラの画像サイズと異なる場合は、カメラサイズ
はキャリブレーション画像のサイズに合わせるためにカメラ画像の情報が失われます。キャリブ
レーション用画像は実際に使うカメラで同じ画素で取得したものを使うようにして下さい。  
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55..77 .. 画像の取得と保存画像の取得と保存 

 

55..77 ..11 .. カメラ機器のセットアップカメラ機器のセットアップカメラ機器のセットアップ  

カメラ撮影の前には、以下に示すカメラとレーザの同期撮影設定が必要です。カメラ撮影モード
は使用するレーザーによって変わります。 

A. レーザーが OFF の時、カメラは連続モードでの撮影となります。このモードではカメラは
内部発振となりレーザとの同期撮影はありません。 

B. レーザが ONの時、カメラはトリガーモード（Triggered mode）（ = 1 発毎の外部信号に
対応した撮影）で行われます。もしくは、トリガーダブル露光モード（Triggered Double 
Exposure mode）（ = 1 発毎の外部信号に対応して 1組、2枚の撮影）となります。 

1. トリガーモードでは、カメラの露光時間（Exposure time）の設定が必要です。
最小露光時間はレーザ発光が画像に入るまで狭めることが可能で、最大露光時間は、
外部から入る一連のパルスの間隔まで（実際はそれより 5μ秒程度短く設定）可能
です。 

2. ダブル露光では、最初の画像のみ露光時間を設定することができます。2番目の露
光は固定露光となりカメラの読み出し時間によって決められます。レーザー発光タ
イミングとカメラ露光時間の設定は撮影する画像がすべて同じ明るさになるよう
に設定します。一発目の露光時間を短くして 2発目の露光時間が長いと背景画像が
明るくなって 1対の画像に差違がでてきます。カメラ露光編集ボックスはグレー表
示となります。 

カメラ撮影を行う手順は以下を参考にします。 

C. レーザーを ON にし、カメラを撮影する目的に合わせて（使用するレーザのタイプに合わ
せて）トリガーモード（初期設定）もしくはダブル露光モードにします。 

D. カメラ操作パッドの［Play］ボタンを押してライブ画像を出し、画質を確認します。レー
ザ発振とカメラ撮影の同期を確認し、良好なレーザー発光による画像が得られていること
を確認します。ダブル露光モードでは、［STOP］ボタンを押して一対の画像を取り込み、
［playback arrow］ = 1 コマ再生ボタンで、両者にレーザ発光画像が写っていること、
両者に画質的に差違がないことを確かめます。 

E. ［Record Settings］で撮影パラメーターを設置します。設定の詳細は次ページを参照下さ
い。 

F. すべての設定が整ったら、カメラ操作パッドの［Play］ボタン（ライブ画像）操作に続い
て［Record］ボタンを押します。録画が終了すると、画像はハードディスクに保存されま
す。詳細は以降の項目を参照下さい。 
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55..77 ..22 .. 録画セッテイング録画セッテイング  

録画設定ダイアログは、カメラツールバーにある［Record 
Setting］ボタン   を押すことにより、もしくは［Camera 
menu］→［Record Settings］を指定して表示させます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面では、撮影画像の設定を行います。撮影された画像は、キャリブレーションフォルダー
のサブディレクトリーに保存されます。 

Automatic images download： このボタンをチェックすると、録画後自動的に指定され
たHDDに録画画像が保存されます。 

Automatic generation of acquisition names (Acquis001, Acquis002, ...)： このボ
タンをチェックすると、フォルダ名が編集（手動入力）できなくなり、自動的に割り振られます。
_On_Line ディレクトリが割り当てられ、その中に Acquis001、Acquis002、Acquis003、・・・
と連続したディレクトリーが作成されて保存されて行きます。 

Acquisition name： 上述の自動取得名割り当てを OFF している場合、フォルダー名を手動
で入力できます。 

Samples： 撮影枚数の設定を行います。 

File type： 画像フォーマットの設定を行います。 

New, Delete： アクイジションフォルダーを追加、もしくは削除します。 
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55..77 ..33 .. メモリ搭載カメラの画像保存メモリ搭載カメラの画像保存  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Os カメラなど画像メモリをカメラ自体に持つものでも、1 つ以上のアクイジションの保存が可
能です。個々の撮影パラメータやセッティングが可能です。その内容は上の画面の下側に表示さ
れ、アクイジション名、コメント、画像フォーマット、階調、撮影枚数が表示されます。カメラ
に蓄えられた複数のアクイジションフォルダーを一度に PC の HDDに保存できます。上の画面
で保存したアクイジションにチェックをして［Save］ボタンを押すと該当するフォルダーが転
送保存されます。 

Automatic generation of acquisition names： この欄にチェックが外れていると、名
前を手動で入力できるようになります。チェックが入っているとフォルダー名は自動入力になり
ます。（Acquis000、Acquis001、Acquis002、・・・） 

Acquisition Name： 自動入力欄にチェックが入っていない場合、この欄で手動で名前が入
力できるようになります。 

File Type： 画像フォーマットを選択できます。階調は8ビットもしくは10ビットです（TIFF、
BMP、PNG、MPT、MRF、MCF、AVI）。詳細は、「11.3 Image Formats」を参照下さい。 

Output Pixel Depth： カメラの撮像素子によって撮影階調は変わります。8 ビット階調の
撮像素子では、8 ビット濃度もしくは 10 ビット濃度の画像フォーマットで保存でき、10 ビッ
ト階調の撮像素子も 8ビット濃度もしくは 10 ビット濃度で保存できます。TIFF、PNG、MPT、
MCF、MRF 画像は 8 ビットおよび 10 ビット濃度をサポートし、BMP、AVI 画像は 8 ビット
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のみです。カラー画像は 24 ビット RGB フォーマットで保存されます。 

From Frame/To Frame/Step： HDD にダウンロードする画像の範囲を指定します。ステ
ップは飛ばし指定で、1 はすべての連番で、2 は 1 コマ飛ばしとなります。スタートが［2］で
ストップが［10］、ステップを［2］とするとダウンロードは、2、4、6、8、10 フレームとな
ります。 
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55..88 .. PIVPIV 解析解析解析 

カメラのライブ画像画面で On-line 処理が行えます。操作は、次ページで示すツールバーで行
います。キャリブレーション、マスキング、PIV 処理設定と処理については、「6. PIV 
PROCESSING TOOLS」を参照下さい。この章では、オンライン処理を行う際の PIV ツールバ
ーの役割を説明します。 
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55..88 ..11 .. Camera PIVCamera PIV ツールバーツールバー  

View： 
チェックボックスでは表示/非表示の選択ができます。選択項目は、画像、メ
ッシュ、ベクトル、原点です。 

Mesh： 
複数のメッシュを画像上に発生させることができます。矢印ボタン   で
設定したメッシュを選択できます。 

Calibration： 
このボタンは、キャリブレーションを適用するかしないかの設定を行います。
キャリブレーションファイルを持たない画像では無効となります。設定ボタ
ン    は、キャリブレーション設定画面の表示/非表示を行います。 

Mask： 
このボタンは、マスク処理をおこなうマスキングボタンです。マスク画像は
二値化された画像であり任意に作成してオーバーラップさせます。ON/OFF
ボタンでマスキングの選択ができます。マスク画像は、保存できそれを読み
出すことができます。また、編集もできます。詳細は、「マスク」の項を参照
下さい。 

Images： 
PIV処理のため2画像の選択ボタンです。Strideは、画像のスキップ枚数で、
Step は 2 画像の選択間隔です。詳細は、「PIV Processing Tools」の中の
「PIV Dialog Bar」の項を参照下さい。 

Process： 
Process ボタン     は、表示画像の PIV 処理を行うボタンで、メッシ
ュの交点での相関を計算しベクトル表示を行います。      Process 
All ボタンは、動画像全てに渡って PIV 処理を行うものです。（この処理の場
合は Stride と Step の設定で行われます。）設定ボタン    は、PIV の
詳細設定画面を表示させるものです。 
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55..99 ..22 .. オンライン処理オンライン処理  

カメラで撮影された画像をそのまま PIV 処理するのがオンライン処理です。オンライン処理を
行う時は、オンライン処理ボタン  を押します。 

 

 

 

オンライン処理ができるのは、「triggered」モード、もしくは「double exposure」モードの
時です。 

上図のオンライン処理ボタン  を押し、ライブボタン  をクリックすると PIV のオンライ
ン処理が行えます。カメラからペア画像を取り込みリアルタイムで PIV 処理を行いベクトル表
示をします。PIV 処理の手順は以下の通りです。 

1. ペア画像の取得。 

2. ペア画像の相関処理を行い、結果を連続プロットファイルに保存。 

3. Tecplot 表示のリフレッシュ（PIV 設定で「Launch Tecplot」オプションが設定さ
れている場合）。 

4. 画像データを average accumulator に追加。 

5. ベクトルデータを average accumulator に追加。 

6. 番号 1に戻ってその繰り返し。 

Stop ボタンもしくは Play ボタンを再度押すと、オンライン処理は終了し以下の操作を行いま
す。 

A. ベクトルデータの平均化処理を行い、そのデータ結果を「average Plot file」に保存。 

B. 新しい Tecplot 画面を立ち上げ、平均処理データを表示（PIV 設定で「Launch 
Tecplot」オプションが設定されている場合）。 

C. 画像データの平均化処理を行い、保存を行うかのプロンプト表示を行う。「Yes」を返
せば、平均化処理画像が TIFF 画像で保存される。 
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55..99 .. マスキングの生成とその保存マスキングの生成とその保存 

マスキング画像は二値化画像（白黒画像）で、解析画像に被せて解析部位だけをマスキングして
処理させるものです。白部位と黒部位のマスキングで黒部位が解析を行う部位です。メッシュを
発生させて PIV 処理を行う際には、マスキングの黒い部位にあるメッシュのみを解析処理しま
す。 

マスキングツールは、「6. PIV PROCESSING TOOLS」を参照下さい。ここでは、セッション
で取得した画像からマスキング画像を作る方法を述べます。 

カメラ画像からマスク画像を得るには、まずマスクボタン     を ON にします。このボ
タンを ON にすると、マスキング処理に関わる他のボタンも有効になります。マスキング画像
がすでに定義されている場合は、以下の示すようにマスキング画像がカメラライブ画像にオーバ
ーラップして表示されます。 

     （説明画像が適当でない。訳者注 2022.06.25） 
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5.9.1.1. マスク画像の生成 
マスク生成ボタン   をクリックすると以下のダイアログが現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像は、水平位置のノズル画像です。マスク画像は白色が透明情報となり、黒色部は対象物のノ
ズルを覆い隠す部位となります。従ってノズルに発生しているメッシュ部はマスクで覆われるの
で PIV の解析の対象外となります。ノズルがレーザシート光で照らされて無為な PIV 解析が行
われることを防ぎます。 

マスク画像は、単一画像から作ることも、複数枚の平均化した画像から作ることもできます
（Samples）。平均化された画像は、スレッショルド（しきい値：0～255）の設定を経て二値
化画像に変換されます。必要に応じて二値化画像を反転させることもできます。 

複数枚の画像からマスク画像を得る場合は、「Build」ボタンを押します。マスク用の画像が取
得されてプリビューウィンドウで平均化された画像が表示されます。 
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5.9.1.2. マスク画像の保存 
「Save...」ボタン   を押すと以下のダイアログボックスが現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PIV 処理のディレクトリーにマスクファイルリストが表示されます。希望する画像フォーマッ
ト（File Type:）（TIFF、BMP、PNG、など）を指定して新しいマスク画像（New）として保
存するか、現行のマスク画像（Existing）を上書きします。 

「Delete File...」ボタンで希望するマスク画像を消去することができます。 
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6.6. PIVPIV 処理処理 

 

6.1.6.1. PIVPIV 連続画像を開く連続画像を開く 

メインメニュー画面から「PIV Sequence」オプション  を選ぶと（もしくは右図のツリーか
ら選ぶと）、以下の画面が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図画面の左側にあるデータベースツリーは、proVISION - XS のデータベースに格納されてい
る PIV 処理のファイルです。希望する画像ファイル（上の場合は、ImgA.tif）を選ぶと、右側
に画像が表示されます。下段には画像の詳細（画像枚数、画素数（階調）、2D/2D flag、使用カ
メラ台数、ΔT）が表示されます。 

「OK」ボタンを押すと、PIV 処理画面が表示され、PIV 解析ができるようになります。 
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6.2.6.2. PIVPIV 処理ダイアログ処理ダイアログ 

 

 

 

 

Image Selection： 
ここではペア画像の選択を行います。「Stride」は、ペア画像のスキップを設定するもので、例
えば、 

Stride = 1 の場合、ペアの画像は「000」と「001」、次ぎに「001」と「002」 
Stride = 2 の場合、ペアの画像は「000」と「001」、次ぎに「002」と「003」 
Stride = 3 の場合、ペアの画像は「000」と「001」、次ぎに「003」と「004」 
と言う具合にペアの画像をスキップしていきます。 
「Step」は、ペアになる画像の間隔を指定します。例えば、Stride = 1 で 
Step = 1 の場合、ペアの画像は「000」と「001」、次ぎに「001」と「002」 
Step = 2 の場合、ペアの画像は「000」と「002」、次ぎに「001」と「003」 
Step = 3 の場合、ペアの画像は「000」と「003」、次ぎに「001」と「004」 
となります。 

・ Single exposure mode :  
トリガーモードでは、ΔT は一定間隔なので、一つずつ PIV 解析をしていくことができます。
画像は「000」と「001」がペアになり、続いて「001」と「002」がペアになります。 

・ Double exposure mode： 
ダブル露光モードでは、ΔTは偶数枚と奇数枚のペアで成立するので、このペア画像の選択を行
います。例えば、画像は「000」と「001」がペアになり、続いて「002」と「003」がペアに
なります。「001」と「002」は、時間的にあきすぎているので（ΔTの条件外になるので）PIV
解析はできません。 

View： 
View のボックスには画像、ベクトル、メッシュ、原点を表示選択できるチェックボタンがあり
ます。チェックボタンで希望する表示を選択します。 

 

 

 

Mesh： 
画像に一つ以上のメッシュを発生させることができます。メッシュ選択にある 

左・右矢印  は、複数に定義されたメッシュを入れ替えるもので、対応する PIV パラメータ
をチェックすることができます。 
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Calibration： 
キャリブレーションボタンは、キャリブレーションを有効、無効にする選択ボタンです。解析画
像にキャリブレーションデータが無い場合（画像フォルダーのサブホルダーが「_No_Calib」
となっている場合）キャリブレーションができないのでグレー表示となります。 

Mask： 
マスク処理は、PIV を解析するエリアをマスクするためのもので、別途マスク画像を作成して
これを解析画像に重ねあわせます。マスク画像は白と黒のみの二値化画像です。Mask ON/OFF
スイッチ   でマスクをかけるかどうか指定します。マスク画像は保存でき、必要に応じて呼
び出すことができ編集もできます。詳細は「5.9 Creating and saving mask images = マス
キングの生成とその保存」を参照下さい。 

Process： 
Process ボタンは、PIV の処理を行うためのものです。   このボタンは、現在表示されて
いるペア画像を処理するボタンで、   は指定されている連続画像全てを PIV 処理するボタ
ンです。PIV 解析パラメータの詳細設定は、    ボタンを押して詳細設定画面を開きます。
詳細設定の説明は、「6.3.1 Configurations Page = 詳細画面設定」を参照下さい。 

Playback： 
動画再生ボタンは、動画の再生を行うもので、一般的な表示なので馴染みが深いと思います。 

設定速度での再生、逆転再生、コマ送り再生、頭出し、最後へのフレームジャンプができます。 

 

 

 

 

動画再生は、「Stride」と「Step」の設定に従って再生されます。「REF」と「DEL」が表示さ
れる画像を示していますので、これで画像フレームを確認できます。 
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6.3.6.3. PIVPIV 設定の変更設定の変更 

PIV 解析には多くのパラメータ設定が必要です。そのパラメータ設定を行う方法を本項で述べ
ます。設定を行うには、   ボタンを押します。 

設定画面の最上部に帯状のタイトルが表示されていて、そのタイトル名で設定を行う画像ファイ
ルを判断することができます。次ページに示してある「PIV Settings  A  Analysis000」がそ
れで、これは、カメラ Aが選択され、設定は「Analysis000」フォルダーに保存されています。 
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6.3.16.3.1 .. 詳細設定画面詳細設定画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッシュ生成を含めた PIV 解析の解析パラメータは上図の設定画面で行えます。設定値は保存
され後で呼び出すことができ変更も可能です。 

Rename： 名前を変更することができます。 

設定ファイルの読み出し（Load PIV settings）： 必要に応じて別の実験で設定したファイル
を読み出すことができます。 

新しい設定ファイルの作成（New PIV settings）： 現在表示している画像に新しい設定ファ
イルを作ることができます。 

設定ファイルのインポート（Import PIV settings）： 現在表示している画像に別のデータベ
ースからの設定ファイルをインポートします。 

設定ファイルの保存（Save PIV settings）： 現在表示している画像の PIV 設定をファイル
として保存します。 

ファイル保存場所を開く（Open file location）： Windows Expolorer で保存されているフ
ォルダがどのパスにあるかを知るためのものです。 
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6.3.26.3.2 .. コレレーション（相関）設定画面コレレーション（相関）設定画面  

PIV 相関処理を行う設定画面です。設定値はピクセル値で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

View Index： 3D 画像の場合に他のカメラに切り替える設定ボタンです。各画面にはそれぞ
れの相関処理パラメータが設定できるようになっています。 

Interogation size and mode（処理サイズとモード）： 解析手法には「Standard」と
「Adaptive」の二つがあります。「Standard」では、すべて設定された同一サイズの画像で処
理が行われるのに対し、「Adaptive」では設定されたグリッドポイントを中心としてその周りを
複数のサイズをあてて微細な相関を求めていく手法となります。処理が複雑で時間がかかります
が詳細な結果を得る可能性が高く、複雑な流れや高速の流れ解析に効果が期待されます。処理サ
イズは任意に設定することができますが、24 画素ｘ24 画素以上となります。解析結果はベクト
ル値として保存されます。初期設定は、24 画素 x 24 画素で「Adaptive」です。 

処理エリアのサイズは、「Edit...」（編集）ボタンで任意の大きさに設定できます。ただし、最小
サイズは 16x16 となります。通常は正方（縦横 1:1）ですが、撮影カメラの画素によっては縦
長のものもあるため、アスペクト比を変更できるようになっています。 

Error Check（エラーチェック）： 解析の信憑性をチェックするため、マルチレイヤーチェ
ックアルゴリズム（multi layer check algorithm）を採用しています。エラーチェックの許容
設定は 1.0（曖昧）から 0.1（厳格）まで選ぶ事ができます。初期設定は 1.0 です。エラーチェ
ックの方法は、他のグリッドの解析の結果を参照しながら大きな変化がないように値を求めてい
ます。 
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エラーチェックアルゴリズムによって判断される内容は以下の通りです。 

 

・	 （0） ‘UN-VALIDATED’ Vector： ベクトル処理をしていない値 

・	 （1） ‘BAD’ Vector： ベクトル処理が難しい値 

・	 （2） ‘INTERPOLATED’ Vector： 周囲のベクトルデータから参照された値 

・	 （3） ‘RECOMPUTED’ Vector： 処理サイズを変更して最適解を求めた値 

・	 （4） ‘VALID’ Vector： 処理が良好にできた値 

・	 （5） ‘NO DATA’ Mesh Point： 解析するパーティクル、画像がないメッシュポイント 

この場合、処理は Disabled mesh point として扱われます（ただし「Compute 
dropout」ボックスにチェックがハズされている場合）。もしくは、最小二乗法を使
って処理を行います。 

・	 （6） ‘DISABLED’ Mesh Point： ベクトル処理ができないメッシュポイント 

Derivatives（導関数）： ベクトル微分量の計算には、変位のＸ成分及び Y成分のＸおよびＹ
に関する微分が含まれます。微分のカーネルサイズは調整可能で、X 及びＹ近傍の最小値は 1
です。Derivative を多くとるとより広範囲なエリアを参照するようになるのでデータが平均化
されます。従って、ノイズの多い画像に関しては derivative を 2 とか 4 にすると良好な結果を
もたらすことがあります。画像が良好であれば derivative を 1 にします。 

Delay Image Offset（参照画像のオフセット）： 基準画像と参
照画像で参照画像を X、Y 方向に希望するピクセル分平衡移動させ
ます。流れ場が一定方向に向いているときにそのベクトルをキャン
セルさせたい場合に有効です。「Add Offsets」にチェックを入れる
とこの値がベクトル値に加えられます。 

Range Filters： 初期設定は「Auto Range」にチェックが入れられて、自動的に最適な倍率
でのベクトル表示が行われています。「Standard」モードでのベクトル値は処理サイズの 1/3
が最大になるのが理想です。Range Filter はその観点から「Auto Range」にチェックが入っ
ていると処理サイズによって最適な値が求められます。 

Contrast： コントラストのパラメーターは、メッシュ交点の濃度コントラスト値で淡いコン
トラストが 0.05 で、濃いコントラストが 1.0 となります。濃いコントラストでの処理をのぞむ
場合は、高い値を設定します。この場合低いコントラスト濃度は計算処理の対象から外れます。
「compute dropout」にチェックを入れると、処理に補間が入ります。 
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6.3.36.3.3 .. メッシュ設定画面メッシュ設定画面  

この設定画面では、メッシュの大きさと位置を設定します。1つ以上のメッシュが生成されてい
る場合は、PIV ツールバーのメッシュボタンで希望するメッシュを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Min and Max Coodinates： メッシュは、基本的にマウスによって大きさや位置が設定し
ます。その際のメッシュ四隅の最小座標値と最大座標値が表示されます。数値は直接入力するこ
ともできます。 

Mesh Nodes： メッシュの交点の数をスピンボタンによって設定します。 

Mesh Auto Spacing： このオプションをチェックすると、指定されたメッシュに最適な交
点を均等間隔で配置します。 

Strech： X および Y方向に引き伸ばすオプションです。 

Rotation： スピンボタンを押して、メッシュを時計回り、もしくは半時計回りに回転させる
ことができます。値は-90 度から+90 度で 0.1 度単位で回転させることができます。回転はメ
ッシュの上左部が回転中心となります。 

Move/Resize Mode： メッシュの配置を設定し変形させることができます。 

・ Zoom： このモードでは、メッシュの 4 箇所うちの一つをつまんで拡大したり縮小で
きます。 

・ Free： このモードでは、変更できるノード（節）がメッシュの周辺すべてに現れます。
ノードの一つをつまんで動かすとそれに関連する縦と横のラインのみが移動します。 

・ Constrained： このモードでは、メッシュを変形させるノード（節）が 4隅となりま
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す。4つのうちの一つをつまんで動かすと自由に変形します。 

Restore Rectangle： このボタンは、縦横比のメッシュを正方形にするものです。 

Mesh File Name： メッシュに名前を付けることができます。 

Color： メッシュには、16 種類のカラーから希望する色を選択できます。 

Import Mesh： 保存されているメッシュを呼び出
すことができます。「Import Mesh」ボタンを押すと
ダイアログボックスが現れます。使用したいメッシュ
のファイルを指定して「OK」ボタンを押すと、現在
開いている画像にインポートされメッシュとして使
用できます。 

Export Mesh： 「Export Mesh」ボタンを押す
と以下のダイアログボックスが現れます。メッシュを
新しい名前で保存するか現行のメッシュ名で保存するかを選択し「OK」ボタンを押します。消
去したいメッシュは選択して「Delete File...」ボタンを押します。 
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6.3.46.3.4 .. フィルター設定画面フィルター設定画面  

相関処理を行う前に、画像に簡単なハイパスフィルタもしくはローパスフィルタによる事前フィ
ルター処理を施すことができます。この設定画面では、一つ以上のフィルター処理を設定するこ
とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィルター名（Filter Name）： コンボボックスには予めフィルターのセット（Laplacian、
Prewitt、Sobel、Average、Gaussian、Blur、Median、Maximum）が格納されています。
希望するフィルターを選択して、選択ボタン   を押して追加します。削除したいフィルター
がある場合は、そのフィルターを選択した後に削除ボタン   を押します。選択したフィルタ
ーをすべて消したい場合は、クリアボタン   を押します。 
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6.3.56.3.5 .. ベクトル設定画面ベクトル設定画面  

 

ベクトル長（Vector Length）： Auto
を設定すると、自動的にスケール調整し
てわかりやすい倍率でベクトル長が表示
されます。Auto のチェックを外すとスケ
ールは手動となるので、適当な倍率を入
力します。スケールの単位は、キャリブ
レーションの有無により、ピクセル、m、
ピクセル/ms、および m/s で表示されま
す。また処理される 2画像の時間間隔（Δ
T）が設定されている場合は、その時間が
表示されます。 

矢印（Arrow Head）： 矢印の形状設
定ができ、「Fill Arrow Head」にチェッ
クを入れると矢印が全面に塗りつぶされ
ます。矢印の角度やベクトル長さに対す
る矢印の比率を設定できます。 

ベクトルの表示位置（Anchor Position）： グリッド交点のベクトル表示位置を設定できま
す。「Tail」は矢印の末端がグリッド交点に位置し、「Mid Point」は真ん中、「Head」は矢印の
先端がグリッド交点に位置します。 

インタポレーション（補間）カットオフ： このパラメータは、相関処理（コレレーション）が
うまく行われなかった数の設定で、設定数よりも多くのグリッド点でのベクトル処理ができなか
った画像に対してはベクトル表示を行わず保存もしません。相関処理に適さない画像の解析結果
を排除する上で便利です。 

アベレージカットオフ： このパラメータは、各グリッドでのアベレージ処理結果が設定した数
より多い場合に、average PLOT ファイルで不処理として扱います。 

原点（Origin）： 画像の原点設定を行います。画像中に現れる原点（十字線、トンボ）をドラ
グして希望する位置に移動させます。ピクセル単位での設定は座標を直接入力します。 

速度基準（Velocity reference）： 速度ベクトル処理時に入力された値を処理結果に加算し
ます。一種のオフセット処理です。流れの場が一定の流れがあってこの流れ成分をキャンセルし
たい場合に使われます。 
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6.3.66.3.6 .. カラー設定画面カラー設定画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vector Color scheme： ベクトルのカラーパラメータ設定です。「Single color」と「Color 
map」の二つが選択できます。「Single color」は、ベクトルは単色の矢印で表示され、その色
は、「Calculated vector:」で選択できます。補正処理されたベクトルは別の色を指定して表示
することができます。「Color map」は、ベクトルの特性に応じて色付けを行うもので、
「Variable:」で意味を持たせます（後述）。 

Calculated vectors： ベクトルの色を「Single color」に選んだときの色設定です。 

Interpolated vectors： 補間ベクトルの色設定です。 

Variable： カラーマップの色変化の要素を設定できます。Length = 長さ、X、Y、U、V、
Ux、Uy、Vx、Vy、Corr Size = 相関サイズ、Flag から選択できます。 

Edit： カラーマップの選択ができます。レインボーカラー
や二色、青色強度、赤色強度、緑色強度などの選択ができ、
さらに色の配分設定もできます。。 
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6.3.76.3.7 .. ヒストグラム設定画面ヒストグラム設定画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒストグラム設定画面では、PIV 処理を行う毎の速度ヒ
ストグラムの表示設定を行います。以下に設定項目を示
します。 

Auto Bin Size： この項目にチェックを入れるとヒス
トグラムの横軸（速度）サイズを自動計算し最小値と最
大値を表示します。その目盛を「Bins:」で指定した区割
り（上の例では 100 分割）して表示します。 

Bins： 横軸最小値と最大値の区割りです。1～100 ま
で 1 ステップで設定できます。 

Min Value： 「Auto Bin Size」にチェックが入っている時は、この項目は自動計算された
最小値が表示され、手入力はできません。チェックが入っていないとき手入力で希望する値を入
れます。 

Max Value： 「Auto Bin Size」にチェックが入っている時は、この項目は自動計算された
最大値が表示され、手入力はできません。チェックが入っていないとき手入力で希望する値を入
れます。 
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6.3.86.3.8 .. 出力設定画面出力設定画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PIV 処理結果は、Tecplot ready ファイルに収められ出力表示に使われます。 

Save Vector To File： ここにチェックを入れると、ベクトルデータを Binary で保存する
か ASCII で保存するかの選択ができます。バイナリファイルはファイル容量が少なくてすみ、
アスキーは Excel で読み出す利点があります。 

Enable 2D Vector Map： このオプションは、3D画像の際に有効で、3D情報を 2つの 2D
情報に分けて保存します。 

Configuable Output： 出力ファイル（Plot file）に保存する項目を設定します。サポート
している変数は 2Dと 3D によって異なります。 

・ 2D 画像： X、Y、U と V は常時含まれます。選択項目は、Ux、Uy、Vx、Vy、ベク
トルフラッグおよび相関サイズです。 

・ 3D 画像： X、Y、Z、Uと V、Wは常時含まれます。選択項目は、Ux、Uy、Vx、Vy、
Wｘ、Wy、ベクトルフラッグおよび相関サイズです。 

これら変数はまた 2つの機能で結合することもできます。 

Launch Tecplot： これをチェックすると、PIV 処理を行う毎に Tecplot が起動して出力図
を表示します。出力は、「Vector Layout」と「Average Layout」で設定した Layout ファイ
ルが使われます。 
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Vector Layout と Average Layout： 双方の編集ボックスには、Tecplot が立ち上がって
いれば出力表示可能な Layout ファイルが選択できます。何も選択されていない場合は、
「Default2D.lay」もしくは、「Default3D.lay」ファイルが使用されます。 
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6.3.96.3.9 .. 連続処理設定画面連続処理設定画面  

この設定では一連の解析画像を読み出
して連続処理を行うことができ、平均処
理を行うことができます。（平均処理は、
「 Output 」 タ ブ の で 指 定 さ れ た
「Average Layout」に従います。）連
続処理は以下の項目で設定します。 

Number of Images： 読み込まれた
一連の画像枚数を表示します。 

Start Image Index： 処理を行う一
番目の画像フレームです。 

Maximum Pairs： 処理を行うペア
の数を設定します。 

Image Stride and Step： PIV 処理
を行うペアの画像を選択します。ストラ
イド（Stride）は PIV 処理のスキップ
数を示し、ステップ（Step）はペアの画像の間隔を示します。以下にその関係を示します。 

Stride 1 1 1 2 2 
Step 1 2 3 1 2 

Ref frame 1 0 0 0 0 0 
Del frame 1 1 2 3 1 2 
Ref frame 2 1 1 1 2 2 
Del frame 2 2 3 4 3 4 
Ref frame 3 2 2 2 4 4 
Del frame 3 3 4 5 5 6 

 

ダブル露光の画像では、Stride = 2、Step = 1 が推奨で、高速度カメラの連続撮影では、Stride 
= 1、Step = 1 が推奨です。 

Image pairs to process： このスピンボタンは PIV 処理を行う処理数を設定します。 

Start： このボタンを押すと設定に従って PIV 処理を行います。処理を行っている間は、
「Progress:」バーに進捗状況が表示されます。処理を中止したい時は、もう一度同じボタンを
押します。 
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6.4.6.4. コレレーション（相関）マップコレレーション（相関）マップコレレーション（相関）マップ 

右側に示したコレレーションマップを ON にすると、処理中の
相関状況をマップとして確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図のマップは、上の画像が RAW（原画像）で、下の画像が相関のピークです。コレレーショ
ンマップを ONにすると処理時間が通常の時より遅くなります。マップ下段にある「speed」バ
ーを移動して処理速度を調整することができます。 
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6.5.6.5. マスクマスク 

マスキングは、二値化画像を処理画面に被せて、処理を行うところだけを選択処理させるもので
す。マスキング画像の白味が透明領域で黒味が処理される画像を覆う領域となります。PIV 処
理を行う際には、白味の領域で、なおかつメッシュの交点のみを処理します。 

マスキングを行うにはMask ボタンを ONにしますｓ。以下操作アイコンとその説明です。 

 

 

 

 

マスク ボタン 
ON/OFF マスク表示の ON/OFF 
Edit Mask マスクパッドを開きマスク画像の編集 

Build Mask Image 
現在表示の画像からマスクを構築 

（カメラの項参照） 
Save Mask Image 現在表示のマスク画像の保存 

Import/Load Mask Image 
現行のディレクトリーからマスク画像を読み出し、 
もしくは他のディレクトリーからの読み出し。 
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6.5.16.5.1 .. マスクの編集マスクの編集  

「Edit Mask」ボタン    を押すと以下のマスク編集パッドが現れます。 

 

Clear      ： 作成したマスクすべてを削除します。 

Mask/Unmask    ： マスクの追加/削除のトグルボタ
ンです。追加状態にして楕円や四角、ラインやブラシ、多角形
形状を描きチェックボタン   を押すとマスクとして記憶
されます。記憶されたマスクの一部を削りたいときは、トグル
ボタンを押して反転させ、削除したいエリアを楕円や四角、ライン、ブラシなどで作成し、チェ
ックボタン   を押して消します。 

Brush   ： マスク作成のツールの一つでブラシです。ブラシの線幅を選択できるので太
さを調整してマスクを描きます。LINE と異なり、曲線（フリーハンド）を描きます。 

Line   ： 直線ラインを描画します。ポイントをマウスでクリックしてラインを引きます。
複数回のクリックで折れ線が描けます。ラインの線幅も指定できます。 

Rectangle   ： 四角形を作ります。このボタンを押すと白色線の四角枠が発生するので、
希望する位置に持って行き四隅の一つをドラッグして大きさを調整します。チェックボタンを押
すと   を白枠の中が黒くなりマスクが生成されます。チェックボタンではなくて、デリート
ボタン   を押すとこの作業が削除され白い四角の枠線が消えます。 

Ellipse   ： 楕円形状です。操作の仕方は上の四角形と同じです。 

Polygon    ： 多角形描画です。このボタンを押すと。多角形を構成する特性（Move 
Mode、node の数）が表れてその設定に従って多角形マスクを作る
ことができます。 
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6.5.26.5.2 .. マスクの保存マスクの保存//読み出し読み出し  

Save Mask    ： 「5.9.1.2 マスク画像の保存」でも述べていますが、マスク画像の保
存を行います。希望する画像フォーマット（TIFF、BMP、PNG）で新しくマスク画像として保
存するか現有のものに入れ替えるかの選択ができます。登録されているマスク画像はプリビュー
画面で確認することができます。必要に応じて「Delete File...」ボタンで削除することができ
ます。 

Load/Import Mask Image    ： 保存されているマスクを呼び出して適応させるボタ
ンです。このボタンを押すとデータベース内のファイルツリーが現れますので、希望するファイ
ルのマスクを指定して読み出します。読み出すマスク画像はプレビュー画面で確認できます。 
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7.7. キャリブレーションキャリブレーション 

7.1.7.1. 概要概要 

「5.7 キャリブレーション画像の保存」でも一部述べていますが、本項では、画像のスケール
や歪みを補正するキャリブレーション画像の保存の仕方について説明します。キャリブレーショ
ン画像は、名前をつけてディレクトリーに保存されます。 

キャリブレーションを行う画像が既に保存されている場合は、その画像を使ってキャリブレーシ
ョンを行います。キャリブレーションを行わない場合は、「No_Calib」フォルダーの中に画像
が収められて画像処理データが生成されます。キャリブレーションボタンは無効となります。 

キャリブレーションでは以下の二つのモデルが利用できます。 

 

Simplified： この設定は、以前のバージョンでは［Standard］と呼ばれたものです。1台の
カメラ（2D 用）を使って 1 枚の画像を取得します。これは複数台のカメラ画面（3D 用）でも
同様です。撮影対象物（キャリブレーションターゲット）は、カメラの画面に対して垂直に配置
されたものが必要です。 

Generic： この設定は、以前のバージョンでは［distoted］と呼ばれたものです。1台のカメ
ラを使って 1 枚の画像を取得します。複数台のカメラ画面では 5～31 枚の画像が必要です。こ
の手法では、画像の歪み（レンズ自体の歪み、カメラと対象物の倒れ）の補正を行います。この
手法を使うことにより、カメラの設置の制限が緩和されます。 
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7.2.7.2. 11 台カメラ画像（台カメラ画像（2D2D）） 

キャリブレーションを行うには1台のカメラにつき1枚のキャリブレーション画像が必要です。 

7.2.17.2.1 .. SimplifiedSimplified キャリブレーションキャリブレーション（（22Ｄ）Ｄ）  

Simplified キャリブレーションを行うために、操作コンボボックスから「Simplified」を選び
「Calibrate」ボタンを押します。キャリブレーション用画像が読み出されて、ダイアログが現
れます。 

PIV 操作ダイアログは灰色となり、操作ができなくなります。PIV 用のメッシュも表示されな
くなり、代わりにキャリブレーション用の四角形のメッシュが現れます。メッシュには四隅に変
形可能なハンドルがあります。より高い精度を得るためには、ズーム倍率を 300%か 400%にセ
ットしてハンドルを正確にキャリブレーションターゲットマーク上にセットして下さい。 

以下、2つのオプションが用意されています。 

1. カメラ撮像面と対象物の流れの面が並行である時： キャリブレーションはシンプルで、斜
め補正がなく四角い対象物が四角く撮像面に投影されるので、実際の四角いキャリブレーション
ターゲットの実距離を入力します。この時は、「Use Perspective」オプションはOFF とします。 

2. カメラ撮像面と流体面（対象物面）は並行ではなく、斜め撮影となる場合 : 斜め補正は水
平方向のみ当てはめます。垂直方向は対象物と平行とします。以下のダイアログボックスが現れ
ます。「Use Perspective」のボタンにチェックを入れると、水平方向のみ遠近処理（斜め処理）
を行い縦方向倍率は一定となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



         IDT ジャパン(株)  - pro VISION - XS 取扱説明書 ‒ ver.3.15.01 - 104 - 

遠近パラメータをセットし、グリッドハンドルでキャリブレーション位置を正しくセットした後、
以下のパラメータを指定します。 

Camera model / Pixel size：  撮像素子のピクセルサイズを特定するため、使用するカメ
ラのモデルを入力します。ピクセルサイズはマニュアル入力もできます。 

X/Y Dimensions： 四角形形状のキャリブレーションターゲットのX成分とY成分を［mm］
単位で入力します。従ってキャリブレーションのサイズは予め知っておかなければなりません。
インチ入力はできません。（1 インチ = 25.4mm） 

Focal Length：  使用するカメラレンズの焦点距離です。［mm］で入力します。レンズの焦
点距離ははほとんどミリ表示です。アメリカとイギリスの古いレンズではインチ表示のものがあ
ります。 

Diagonal（対角線）：  「Use Perspective」を OFF にすると、このチェックボタンが有効
になります。このボタンは、X 変位、Y 変位を入力する代わりに対角線長を入れることができ
ます。 

Grid Color： キャリブレーショングリッドの表示色を指定できます。 

 

 

 

  



         IDT ジャパン(株)  - pro VISION - XS 取扱説明書 ‒ ver.3.15.01 - 105 - 

7.2.27.2.2 .. GenericGeneric キャリブレーションキャリブレーション（（22Ｄ）Ｄ）  

Generic Calibration は、いくつかの歪み成分（レンズ歪み、斜め撮影、など）を伴った画像
を補正するためのものです。ここに使われるキャリブレーショングリッドは少し複雑で、
「Simplified」の 4 つのグリッドポイントよりは多くの数を用いて補正を行います。補正も多
項式を用いて画像補正を行います。 

グリッドは大きさと位置が変えられます。「Grid Mode」を使ってこの操作を行います。 

・ Zoom： このモードでは、グリッドの 4隅を使って大きさや位置を調整します。 

・ Constrained： このモードでは、グリッドの 4隅を使って形を変形させることができ
ます。 

・ Free： このモードでは、グリッドの各交点を任意に動かすことができ自由にグリッド
を調整することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリッドが正しい配置にセットされたら、以下の詳細設定を行います。 

Grid Size（X/Y）： グリッドの間隔を入力します。従ってキャリブレーションのサイズは予
め知っておかなければなりません。インチ入力はできません。（1 インチ = 25.4mm）。 

Grid Nodes（X/Y）： グリッドの数を入力します。最小入力数は 4 です。最大入力数は 20
です。使用するキャリブレーションターゲットに応じて入力して下さい。 

Grid Mode： このページの上部で述べています。 
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7.3.7.3. 複数画像表示複数画像表示（（33DD）） 

複数画面表示は、2台以上のカメラ画像を横に並べて表示するものです。キャリブレーションで
これを使えば、3D ベクトルコンポーネントの再構成が行えます。 

7.3.17.3.1 .. 「「SimplifiedSimplified」」キャリブレーションキャリブレーション  

3D ビ ュ ー で は 、「 perspective 
distortion」（斜め歪み）が ON にな
り四角形グリッドは斜め補正対応と
なります。ただし、縦方向に関しては
画像とキャリブレーション双方平行
になっていなくてはなりません。また、
2台のカメラからの 2つのキャリブレ
ーション画像が必要です。この時は、
「Diagonal」オプションは無効となります。 

 

以下のカメラ視点には 2種類があります。この選定は重要となります。 

カメラ視点のタイプ 
2 台のカメラを用いた場合の視点のタイプ（以下の 2種類） 

 
 

挟み込みタイプの視点： 
レーザーシートは2台のカメラが挟み込まれる形で照射。 
レーザーシート断面は、両側から撮影される。 

 
 

同一方向からの視点： 
2 台のカメラは、同一方向からレーザーシート断面を撮影
する。 
 

 

右図に、「Simplified」キャリブレーションの設定
画面を示します。 
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7.3.27.3.2 .. GenericGeneric キャリブレーションキャリブレーション  

より複雑な歪みを伴う画像補正のキャリブレーション手法として、Generic モードがあります。
キャリブレーショングリッドは、より複雑で多くのグリッドポイントを持ちます。グリッドポイ
ントをターゲットに沿って配置させ補正式を 3 次多項式に当てはめてマッピング処理を行いま
す。 

多項式を使ったキャリブレーショ
ン手法では、キャリブレーション
画像は少なくとも 5 枚（最大 31
枚）必要で、以下の「カメラ視点
のタイプ」に示されるように、Z
方向の原点（Z=0）を挟んでプラ
ス方向とマイナス方向の各地点の
キャリブレーション画像が必要で
す。Z軸座標は、カメラ Bに行く方が正（ + ）の値となり、カメラ A方向がが負（ - ）とな
ります。 

参考例： 5 つのキャリブレーション画像を撮影する場合、0.2mm 間隔とすると、-0.4mm、
-0.2mm、0mm、+0.2mm、+0.4mmとなります。 

レーザシートとカメラの配置で、以下の二つのセットアップが設定できます。 

 

カメラ視点のタイプ 
2 台のカメラを用いた場合の視点のタイプ（以下の 2種類） 
 
 

挟み込みタイプの視点(Opposite View)： 
レーザーシートは 2台のカメラが挟み込まれる形で照射。 
レーザーシート断面は、両側から撮影される。キャリブレーショ
ン画像は対象物を Z軸方向に移動させながら取得します。 

 
 

同一方向からの視点(Same View)： 
2 台のカメラは、同一方向からレーザーシート断面を撮影する。
挟み込みタイプの視点とは異なり、対象物がカメラ B の位置に
あるとき、Zの値は正の値をとります。この視点では、ターゲッ
ト厚みのキャリブレーション要素はなくなります。 

 

キャリブレーションパラメータの設定は以下のようになります。 

Grid Size（Ｘ/Ｙ）： グリッド間隔を［mm］（ミリ）で入力します。 

Grid Nodes（Ｘ/Ｙ）： グリッドの節（交点）数を入力します。最小数は 4で、最大数は 20
です。ターゲットの数は、使用するキャリブレーションによります。 
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Grid Mode： 「7.2.2.  Generic キャリブレーション（2D）」の「Grid Mode」を参照下
さい。 

Perspective Type： 前ページの図「カメラ視点のタイプ」を参照下さい。 

キャリブレーションターゲットの厚さ： 「カメラ視点のタイプ」カメラ位置が挟み込みタイプ
の場合に有効になるものです。厚さを加味してキャリブレーションデータを構築します。 

Z 位置： キャリブレーション画像の Z位置を表示します。変更もできます。 
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8.8. バッチモード処理バッチモード処理 

8.1.8.1. 概要概要 

たくさんの処理画像を自動的に処理したい場合に、バッチモードを使います。メインツールバー
の「Batch...」ボタンを押すか、「File」→「Open」→ Batch」を選択してバッチモードに入
ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初に「Batch configuration」画面が現れます。この画面で処理をする一連の画像を「Add 
Images...」ボタンで追加します。 
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8.2.8.2. バッチバッチ ウィザードウィザード 

右の「Batch Wizard」案内画面から「次へ（N）>」ボ
タンを経て以下の画面に続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. Add a single Image sequence： リストに 1シークエンスの画像を追加します。こ
の画像に対して PIV 設定、マスク処理、ストライドとステップ設定を行います。 

2. Add more than one sequence： 1 シークエンス以上の画像を追加します。これら複
数のシークエンス画像は、同じ PIV 設定しかできません。たくさんのシークエンス画像が
ある場合に、一度に PIV 処理ができるので便利です。 

 

「Next>」ボタンを押して、「Session and calibration」ダイアログに進みます。 
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このステップでは、セッションとキャリブレーションパスの選択ができます。proVISION デー
タベースのツリーが表示され、希望するセッションとキャリブレーションパス、セッションタイ
プ（PIV、Cross-correlation、Speckle）が選択できます。希望するキャリブレーションフォ
ルダーを選択して「Next >」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このステップでは、処理する画像を選択します。選択したキャリブレーションサブフォルダーに
すべての画像がリストアップされます。バッチオプションが「single image」である場合は 1
組のシークエンス画像だけが選択可能です。 
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「more than one sequence」を選択している場合は、「Select All」ボタンが有効となりリス
トアップされている画像に対してバッチ処理ができるようになります。この状態で PIV 設定が
行えます。 

「Single image sequence」が選択されている場合は、PIV 設定、マスク画像、ストライドと
ステップ設定が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースのすべてがリストアップされ、すべての設定が行われます。「Analysis info...」を
押すと PIV の詳細設定が行えます。 

「Multiple image sequence」オプションを選択している場合は、PIV 設定とデフォールトマ
スク画像が選択できるものの、ストライドとステップ設定はできません。 

「Next >」ボタンを押すと、finish 画面が現れます。「完了」ボタンを押すと次頁の「8.3. Batch 
Configuration」に移ります。 
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8.3.8.3. バッチバッチ詳細設定詳細設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面では、選択された画像がリストアップされます。リストアップされた画像には、画像パ
ス、解析する画像の枚数、PIV 設定が保存されているパス、マスク画像名（マスク画像が無い
場合は空欄）、ストライドとステップが表示されています。 

Add Images： このボタンを押すと、「8.2. バッチウィザード」が起動します。必要に応じ
て処理する画像を追加します。 

Remove Sequence： 削除したい画像を選択し、このボタンを押します。 

Clear List： このボタンはリストアップされているすべての画像を削除し、処理の対象から
外します。 

Process： バッチ処理を開始するボタンです。 

Close： 本操作画面を閉じるボタンです。リストアップされた画像はそのまま残ります。 

バッチ処理が始まると、新しい PIV 画面に処理する画像が現れます。PIV 処理の間、「Status」
画面が現れます。その画面には、セッション名、キャリブレーションアクイジション、PIV 処
理のペア画像の情報、処理を行っている経過時間が表示されます。プログレスバー（処理進行中
のバー）が逐次処理状況を表示します。 

「Abort」ボタンを押すとバッチ処理の強制終了を行います。 
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9.9. proVISIONproVISION –– XS ExplorerXS ExplorerXS Explorer 

99.1..1. 概要概要 

proVISION - XS Explorer は、PIV 画像の管理を行うプログラムです。proVISION データベ
ースの管理を行います。Explorer では、以下のメイン画面が現れます。3 つのパートに分かれ
ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左側領域： 左側領域は、proVISION データベースのツリー構造が表示されます。このツリー
表示で proVISION データベースのファイル体系を理解することができます。 

右側上部領域： データベースのツリー構造領域で選択したツリーノード内
に含まれるアイテムが表示されます。指定したノード（フォルダーもしくは
ファイル）以下に何も無い場合は同じレベルのアイテムを表示します。アイ
テムの形式変更は、右図にある「View」からアイコン、リスト、Details
を選択して表示を変えることができます。 

右側下部領域： 指定したアイテムの詳細を見る領域です。 
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99..22 .. Explorer GUIExplorer GUI（操作画面）（操作画面） 

 

99.2.1..2.1. ツールバーツールバー 

メインツールバーは、以下に示すアイコンが配置されています。メインツールバーの上部にある
メニューバー（File、Tools、Help）からでも同じことがアクセスできます。 

 

 

New Database   ： 新しいデータベースを作成するため、「Create New database」ダ
イアログが開きます。PC の HDD 内のディレクトリー、もしくは LAN で繋がれたメディアの
ディレクトリーが表示されるので希望するデータファイルを指定して「OK」ボタンを押すと新
しいデータベースにファイルがコピーされます。データベースにコピーされたファイルは
proVISION で PIV 処理ができるようになります。 

Open Database   ： データベースを開くアイコンです。使用する PC でアクセスでき
る HDD、LAN で接続されているサーバーのディレクトリーから「proVISION.mdb」ファイ
ルの入っているフォルダーをデータベースとして受け付けます。Explorer で指定（Open）さ
れたデータベースは、proVISION ‒ XS での処理で扱えるデータベースとなります。 

Import   ： 外部にある画像や設定ファイルをデータベース内に取り込むものです。 

Export   ： データベース内にあるファイルをWORD ファイルやテキストファイルで外
部に保存することができます。希望するファイルを左側領域から選んで、「Export」ボタンを押
すとダイアログが現れて、保存先や保存フォーマットを指定して「OK」ボタンにより保存しま
す。 

Delete   ： 左側領域で表示されているツリー構造の希望するアイテムを選択してこのボ
タンを押すと削除できます。削除できないアイテムはグレー表示となっています。以下の対象ア
イテムは削除できません : Sessions、Calibrations（「No_Calib」フォルダーは除く）、
acquisitions（「On_Line」フォルダーは除く）、Analysis（「Analysis000」は除く） 

Refresh   ： proVISION データベースの内容をリフレッシュするボタンです。 

Views   ： 右側上部領域の表示形式を変えるボタンです。4 種類の表示が設定できます。
（ラージアイコン、スモールアイコン、リスト、詳細） 

Help   ： ヘルプボタンです。 
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99.2.2..2.2. メニューメニュー 

9.2.2.1. ファイルメニュー 
右に示す「File」メニューから以下の項目が選べます。 

・� 新しい proVISION データベースを作成 

・� proVISION データベースを開く 

・� Sessionもしくはacquisitionの設定を編集（「On_line」
フォルダーを除く） 

・� キャリブレーションフォルダー名の変更（「No_Calib」フォルダーを除く）、および analysis
フォルダー名の変更（「Analysis000」は除く） 

・� 削除（session、calibration、acquisition、analysis フォルダー） 

 

9.2.2.2. ビューメニュー 
右上に示す「View」メニューから以下の項目が選べます。 

・� ツールバー、アドレスバー、ステータスバーの表示、非表示 

・� 右側上部領域のアイテムの表示切替 

・� Explorer 画面のリフレッシュ 

 

9.2.2.3. ツールメニュー 
右上に示す「Tools」メニューから以下の項目が選べます。 

・� 画像および設定ファイルをデータベースに Import 

・� データベースにあるコンテンツを MS ワードもしくはテキ
ストフォーマットでイクスポート 

・� ユーザーリストの編集 

・� explorer オプションの編集 

 

9.2.2.4. ヘルプメニュー 
ヘルプメニューは、取扱説明書を開きます。 
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99..33 .. オプションオプション 

 

99.3.1..3.1. 新しい新しい proVISIONproVISION -- XSXS データベースを作成データベースを作成データベースを作成 

新しい proVISION データベースを作成するには、以下の 2つのオプションがあります。 

The database directory exists： Explorer の左側領域に表示されているツリー内でデー
タベースを作成します。 

A new directory is created： 「新しいフォルダーの作成（N）」をクリックしてブラウズ
上に表示された希望するフォルダーを指定して名前を入力し「OK」ボタンを押します。 

 

99.3.2..3.2.  proVISIONproVISION –– XSXS データベースを開けるデータベースを開ける 

proVISION データベースのルートディレクトリーを指定して希望するデータベースを開ける
ことができます。 

データベースは、いくつかのディレクトリーに作成することができ、希望するデータベースを指
定することができます。データベースにはセッションフォルダー（PIV 画像）に加え設定ファ
イルが含まれています。フォルダー内に「provision.mdb」ファイルがあれば proVISION デ
ータベースとして認識します。そのファイルが無い場合はデータベースとして認識しません。 
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99.3.3..3.3.  proVISIONproVISION –– XSXS データベースのデータをインポートデータベースのデータをインポート 

サードパーティのソフトウェアで取得した画像を PIV 解析データを proVISION ‒ XS データベ
ースに Import することができます。新規のセッションとキャリブレーションフォルダーを作成
するか、今あるセッションに取り込む（Import）することができます。Import ボタン   を
押すと以下の画面が現れます。 

 

9.3.3.1. ステップ 1 – 画像取り込み 
以下のダイアログから画像を取りみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の 3 種類の選択ボタンは、カメラＡ（2Ｄ用）の画像の選択、カメラＢ（2Ｄ用）の選択、そ
れとも 3Ｄ（3次元）用の画像の選択のボタンとなります。 

カメラＡ、もしくはカメラ Bを選んだ場合、画像ファイル名は、ImgAxxx.yyy となり、カメラ
Ｂの場合は、ImgBxxx.yyy となります。 

上図右にある、「Cam A Imgs...」、「Cam B Imgs...」ボタンを押して希望するフォルダーの画
像をリストアップします。 

「Import 3D images.」にチェックを入れた場合、リストには Camera A と Camera B が水
平に表示されるので「Cam A Imgs...」ボタンと「Cam B Imgs...」ボタンとをそれぞれ使っ
て画像をインポートします。 
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「Cam A Imgs...」ボタン、および、「Cam B Imgs...」ボタンを押すと、以下のダイアログボ
ックスが現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Add...」ボタンを押して希望する連続画像を取り込みます。取り込まれた画像は上図の画面に
リストアップされます。リストアップされた画像ファイルをチェックして時系列上問題なく並ん
でいるか確認します。順番が間違っているファイルがあれば右の「Move To Top」、「Move Up」、
「Move Down」、「Move To Bottom」ボタンを使って並べ替えます。 
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9.3.3.2. ステップ 2 – 画像設定項目 
取り込んだ画像の主な設定を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Acuisition rate［Hz］: 撮影速度（コマ/秒）です 

Acquisition mode: 連続撮影画像かダブル露光撮影を選択します。 

Delta T［μs］（double exp only）: ダブル露光モードでのΔTを入力します。 

Laser Type: 使用するレーザのタイプを指定します。 

   （Nd:YAG、DPSS Q-switch、DPSS Pulse Diode） 
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9.3.3.3. ステップ 3 – セッションフォルダー 
セッションの設定入力画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面では 2つのオプションが選択できます。 

New Session： 新しいセッションを作成します。セッション名、コメント、撮影カメラモデ
ルを入力します。リストに該当するカメラが無い場合は、［Other Camera］を選択します。 

Existing Session： 既に設定してあるセッションから画像をインポートする場合に選択しま
す。 
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9.3.3.4. ステップ 4 – キャリブレーションフォルダー 
キャリブレーションの設定入力画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 つのオプションが選べます。 

Import in the “No calibration” folder： 画像を「No_Calib」フォルダーにインポートし
ます。キャリブレーション設定は解析画像に関連づけられません。 

Create a new calibration folder and import calibration images： キャリブレーシ
ョンフォルダーの名前を入力します。解析画像とキャリブレーション設定（オプション）をイン
ポートします。操作手順を次項で説明します。 

Import images into an existing calibration： 解析画像をキャリブレーションフォルダ
ーにインポートします。インポートするフォルダーにキャリブレーションファイルが無い場合は、
オプションはグレー表示となります。 

 

 

  



         IDT ジャパン(株)  - pro VISION - XS 取扱説明書 ‒ ver.3.15.01 - 123 - 

9.3.3.5. ステップ 5 – キャリブレーション画像 
Step#3 のオプションで「Create a new calibration...」を選択すると、キャリブレーション画
像がインポートできるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2D images： 1 台カメラ画像をインポートする場合に（Step#1 で CameraA、もしくは
CameraB のオプションを選択）、そのカメラに該当するキャリブレーション画像をインポート
します。上図の「Cam A imgs...」もしくは、「Cam B imgs...」ボタンを押してキャリブレー
ション画像をインポートします。 

3D images： 手順は、Step#1 の 3D 画像をインポートする場合とほとんど同じで、CameraA
と CameraB のキャリブレーション画像をインポートします。以下 2つの手順があります。 

・ Simplified calibration： 簡便なキャリブレーションを行う手順で、3D用のキャ
リブレーション画像が必要です。各カメラで撮影されたキャリブレーション画像を用意
します。 

・ Generic calibration： Generic キャリブレーションを行う場合は、少なくとも 5
枚の 3D 画像を得る必要があります。その画像を各カメラについて取得してインポート
します。つまり CameraA が 5 枚、CameraB が 5 枚のキャリブレーションを取得しま
す。各 5枚の画像は Z軸方向の履歴が十分にとれたものが必要で、「Z Values...」ボタ
ンを押して、次頁に示した一覧表に都度その値を入力します。 
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Z 座標を上の表に入力します。画像番号「0」は、通常 Z 座標が「0」となります。従って左上
欄の「0」の入力欄はグレー表示（入力不可）となります。各欄は画像番号に対する Z座標の変
位とります。 

 

9.3.3.6. ステップ 6 – 要約 
キャリブレーション手順の最後の「Summary」画面が現れます。「Finish」ボタンを押して終
了するか、「< Back」ボタンを押して一つ前の手順に戻ります。 

「Next >」ボタンをクリックすると、画像イメージがインポートされ、データベースのツリー
表示がリフレッシュされます。 
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99.3.4..3.4.  proVISIONproVISION -- XSXS データベースのデータをイクスポートデータベースのデータをイクスポート 

データベース記録は、MS ワードもしくはテ
キストフォーマットでイクスポートする（取
り出す）ことができます。ツリー構造から希
望する対象フォルダー、もしくはファイルを
選択してイクスポートを行います。指定する
フォルダーは、以下に示す 4種類です。 

・ Session： セッションの選択から
は、キャリブレーション、画像取得デ
ータ、解析データ概要がテキストファ
イルでイクスポートされます。 

・ Calibration： キャリブレーショ
ンデータ概要がテキストファイルで
イクスポートされます。 

・ Acquisition： 解画像取得データ
がテキストファイルでイクスポートされます。 

・ Analysis： 解析データ概要がテキストファイルでイクスポートされます。 
 

データベース記録をイクスポートするための手順を示します。 

・ ツリー構造で希望する対象ファイルをクリックします。 

・ メニューツールバーより「Tools」を選択し、「Export」ボタン   を押します。ダ
イアログボックスが表示されます。 

・ 上部の灰色編集ボックスにはイクスポートする名前と対象物のタイプが表示されます。 

・ 選択した対象に 2D もしくは 3D、また、カメラが複数台ある場合は、「Camera 
Selection」で Camera A、Camera B、もしくは Camera AB を選択します。 

・ 「File Path Name:」欄でイクスポートするパスを確認できます。必要に応じてブラ
ウズボタンで希望する場所を指定します。 

・ 「Templates:」欄にはイクスポートできるファイルタイプがリストアップされていま
す。希望するファイルタイプを選んで「OK」ボタンを押します。 

 

保存が完了すると保存したファイルを開きますかというメッセージが現れます。 
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99.3.5..3.5.  データ取得設定とセッションの編集データ取得設定とセッションの編集 

データベースのセッションを選んで「File」→「Edit...」をクリックする
と、編集ボックスが現れます。 

セッション名、日時、パラメ
ータなどを編集、変更することができます。 

 

 

 

 

 

99.3.6..3.6.  キャリブレーションおよび解析フォルダー名の変更キャリブレーションおよび解析フォルダー名の変更キャリブレーションおよび解析フォルダー名の変更 

キャリブレーションフォルダーの名前（No_Calib フォル
ダーは除く）と Analysis フォルダーの名前（Analysis000
フォルダーは除く）を変更することができます。 

 

99.3.7..3.7. 対象物の消去対象物の消去  

セッションや希望するファイルを消去することができます。 

希望するフォルダをクリックして、右図の「X」マークが赤く反転し
ていたらこのボタンを押して消去することができます。ただし、消
去できないフォルダもあります。以下、その条件を示します。 

Session： 各セッションは消去できます。 
Calibration：  各キャリブレーションフォルダーは消去できます。ただし、
「No_Calibration」フォルダーは消去できません。 

Acquisition： 各アクイジションフォルダーは消去できます。ただし、「On_Line」フ
ォルダーは消去できません。 

Analysis： 各 Analysis フォルダーは消去できます。ただし、「Analysis000」フォル
ダーは消去できません。 

Warning： 消去操作は、管理者権限でログインした人でしか行うことができません。 
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99.3.8..3.8. 画像の表示と再生画像の表示と再生  

右に示すツリーから「Img*.*」画
像ファイルをクリックすると画面
に指定された画像が表示されます。 

画像は、右の例の場合、
「ImgA.tif(2D)」です。 

この画面で、動画を再生させること
ができます。 

1. 再生ボタンで動画を再生で
きます。 

2. 画像はPIV処理する2画像
が重畳されて表示されます。 

3. 動画像の頭出しの画像と最後の画像を表示できます。 

4. ループ再生ができます。 

5. 再生速度を設定できます（高速から低速再生）。 

6. ズーム表示できます。 

7. 画像画面をドラッグすることにより拡大縮小表示できます。 
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99.3.9..3.9. 解析結果ベクトルの表示とイクスポート解析結果ベクトルの表示とイクスポート  

ツリー構造からセッション→カメラ→キャリブレーション→analysis と進み、「Results」から
希望する結果画像とベクトル出力図を選びます。解析結果画像ファイルは以下の 3種類です。 

1. Single plot file（例： ImgA.plt） 

2. Average plot file（例： ImgA-Aberage.plt） 

3. Multiple sequence file（例： ImgA-Sequence.plt） 

上の 3種類の一つを選択すると右下の領域に画像とベクトル
図が表示されます。画像・ベクトル動画像に対し左図に示し
た設定操作が行えます。 

Playback controls： 動画再生ボタンです。一般的な動
画再生ボタンと同じです。 

Playback speed： 動画再生の速度調整が行えます［Fps］。 

Plot selection： 表示される解析結果の画像セットがファ
イル名としてリストアップされます。（左図では、Multiple 
sequence file を選択しているので「PAIR 000002」。ファ
イル名には番号がふられます（0～N-1）。Single plot file を
選択したときはのファイル名は 2つの画像の表記（00000 x 
00001、00002 x 000003）となります。Average plot file
の場合のファイル名は、「Average」となります。 

Vectors variables： X 成分と Y 成分のベクトル変数を
選択することができます。 

Vectors scaling factor： 「Auto scale」を選択すると
ベクトル成分の表示倍率を自動的に計算処理します。このチ
ェックを外した場合、手動でスケールファクターを入力しま
す。 

Color scheme： ベクトルのカラー表示を選択できます。「Color map」と「Single color」
の 2 種類があります。「Color map」は、ベクトルの大きさを色別に表示し、「Single color」
は単色表示となります。単色表示では希望する色をパレットから選ぶ事ができます。 

Zoom： 表示画像の大きさを設定します。 

View Image： 画像をベクトル図に重畳させる時にチェックを入れます。 

Save vectors to file： 次頁を参照下さい。 
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9.3.9.1.  ベクトルデータのファイル保存 
「Save vectors to file...」ボタンにより、ベクトルデータをファイルとして出力できます。ベ
クトル動画では、AVI もしくはMPEG ファイルとして出力できます。ImgA-Average.plt のよ
うな 1枚データの場合は、TIFF、BMP、PNG ファイルで保存できます。 

保存する場合、保存先やファイル名、フォーマットタイプなど以下に示すパラメータを選定する
ことができます。 

AVI rate： MediaPlayer などで動画再生する際の再生速度を設定できます。初期設定は 10
コマ/秒です。 

Draw Frame： このオプションをチェックすると、白枠が生成され動画ファイルに織り込ま
れます。 

重要事項 

「Save vectors to file...」をクリックする前に、以下の 2つのパラメータを設定しておく必要
があります。 

View Image： ベクトル図と画像を重畳させるときにこのボタンをチェックします。 

Zoom factor： 表示画像の大きさを設定します。 
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99.3.10..3.10. ユーザリストの編集ユーザリストの編集  

proVISION でカメラセッションを始める時の最初のパラメータがユーザー設定です。ユーザー
リストは Explorer で編集できます。 

Add： 「add」ボタンを押すとユーザの追加が行えます。ダイアログボックスから新しいユ
ーザー名とコメントを入力できます。 

Edit： 「Edit」ボタンを押してユーザー名の変更を行うことができます。「Guest」は変更す
ることはできません。 

Delete： 「Delete」ボタンを押してユーザー名を消去することができます。「Guest」は消去
することはできません。 

 

99.3.11..3.11. ExploreExplorerr オプションの編集オプションの編集オプションの編集  

Explorer のオプションでは View 設定を行います。左側領域のツ
リーで表示したいカメラのインデックスを選択することができま
す。 

Cameras： 設定画面では、3Ｄ表示で最大何台までのカメラ表示
を許容するかの設定ができます。カメラ表示のコンビネーションを
チェックを入れて選択します。 

［例］CameraB のみの表示を希望する場合は［B］のみに
チェックを入れます。CameraB の台数が 2 台の場合は
「Number of Cameras」に「2」を設定します。 

Motors： 「show motors setting」にチェックが入って
いないと、モーター設定表示はされません。 
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10.10. PIV PIV 処理の具体例処理の具体例 

1010.1..1. Low Speed Jet (2D)Low Speed Jet (2D) 

メインツールバーにある「Files」→「Open」→「PIV Sequence...」ボタンを押して、以下の
PIV 処理画面を表示させます。左側領域のツリーから希望するパスの画像「Img*.*」を選択し
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Low Speed Jet［2D］」セッションから「ImgA.tif」を選択しますと、右側領域に画像が現
れます。画像は 2 枚重なっています。これは PIV 撮影でΔT の時間差で撮影した画像を重ねあ
わせているものです。 

初期設定では、PIV 解析用メッシュが表示されています。「Process」の「Settings」   か
ら PIV 処理の諸設定を行い処理   を行います。解析結果は、「Analysis000」フォルダーに
保存されます。 

PIV 処理の初期画像は 24x24 画素で adaptive 処理を行います。Range filter は Auto モード
では動きの範囲を検出します。この場合は、-5 > U > 5（X - コンポーネント）、-2 > U > 2（Y 
- コンポーネント）となります。このフィルターは、移動のピークをこの範囲に抑えて相関処理
を行うものです。これはノイズなどで誤った判断を起こさないための範囲指定となります。これ
に加えて、「Error Check」の「Auto Check」は、規格外の判定を下した「悪」ベクトルを排
除します。 

ベクトル算出の「derivative」（導関数）を当てはめることができます。差核（differencing kernel）
を選択することができ、初期設定は X=2、Y=2 です。これに加え、解析する画像部位がドロッ
プアウト（消失）した場合にそれを補間（interporate）する機能もあります。これは、例えば
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流れを可視化しているトレーサーが相互の画面で相関がとれずに一方が喪失した場合に有効で、
以下に述べるような処理をする場合に適用されます。 

相関手法を利用する時にフィルター範囲を中心に持って来ることが望まれます。これは、
「OFFSET」機能を用いて行うことができます。通常、X方向を「-3」の負のオフセットをかけ
ます。 

注意：連続処理を行う過程では、Range Filter は通常 Auto モードで行われます。場合によっ
て Range（範囲）を大きくしたほうが良好な結果を得ることがあるので、手動で値を入力しま
す。通常の範囲は、5 > U > -5、2 > V > -2 になります。移動が大きい場合にこの範囲では処理
がうまくいかない場合、手動で大きい値にします。 

以下の設定を行います。 

1. Range Filter をセットし、Auto ボタンは OFF にします。 

2. Error check は自動的に ONになります。 

3. 補間処理を行ったベクトルは赤色になります。 

4. 処理後、自動的に Tecplot が立ち上がり、初期設定のレイアウトで結果が表示されます。 

ベクトル処理は設定を変えながら逐次行えるので、Range Filter 設定や ImageOffset 値を変え
て最良の結果になるように試行錯誤を繰り返します。注意すべきは、相関処理を行う大きさ
（Interrogation size）で通常は 2 画像の想定される最大移動量の 4 倍の範囲が理想となりま
す。しかし Interrogation size をむやみに大きく取ると処理結果が不安定になるので、16 画素
から 20 画素を目安として設定します。（逆に言うとΔT によって得られる 2 枚の画像は、両者
の移動が 4画素から 5画素程度であることが理想となります。） 

メッシュの設定は「Mesh」のタ
ブで行います。ベクトル図の出力
は、右図に示す Tecplot のレイ
アウトで行われます。Tecplot は
ベクトル図のグラフィック画面
を各種提供するもので、ベクトル
図と渦図（Vorticity）を重ね合
わせた図が ImagA.lay として同
じフォルダーに作成されます。 
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1010..22 .. トレーサのない雰囲気中でのトレーサを入れたジェット噴流トレーサのない雰囲気中でのトレーサを入れたジェット噴流 ((33D)D) 

（資料提供： Technion, Israel） 

メインツールバーにある「Files」→「Open」→「PIV Sequence...」ボタンを押して、PIV 処
理画面を表示させます。左側領域のツリーから希望するパスの画像「Img*.*」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この例では、PIV 解析をする上でトレーサーの数が明らかに少ないことが認められます。この
画像でどのように解析を行うかを説明します。 

最初に解析を行うメッシュをジェットの噴口に配置します。メッシュの配置は、「6.3.3. メッ
シュ設定画面」で触れています。 

この例では、1 組の画像のうち 1 枚だけトレーサーが写っているのに 2 枚目のものには写って
いないという問題があります。この場合、proVISION では、「drop-outs」という機能が自動的
に働きデータ無しというフラグ（コンピュータ処理上の記録）が立ちます。File log flag が出
力設定で ON になっている場合、フラグのタイプがファイルに記録されます。Tecplot 機能の
blanking features を使えば、不良なベクトル結果を排除することができます。次頁に処理結果
を示します。 
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1010..33 .. 超音速ジェット噴流超音速ジェット噴流 ((33D)D) 

メインツールバーにある「Open PIV Images」ボタンを押すと、以下に示すダイアログボック
スが表示されます。左側ツリー領域から以下に示した画像を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このサンプルは、キャリブレーションが施された画像です。 

オープン画面より画像情報タグが表示され、キャリブレーションがあてがわれているかどうかの
確認ができます。画面下部に表示された情報は名前、キャリブレーションの有無などとなります。 

3D 画像解析には、3D 画像構築のためのキャリブレーションが必須で、セッション開始と同時
に 3Dキャリブレーションプロセスが始まります。この時キャリブレーションプロセスの画面が
表示されます。キャリブレーション画像の確認は、「View Calibration」ボタンを押すことによ
り画像が表示されます。「Calibrate」ボタンによりキャリブレーション処理が始まります。詳
細は、「7. キャリブレーション（Calibration Procedure）」を参照下さい。 
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キャリブレーションが終わると PIV 画像で速度場のデータ処理が行われます。入力画像ボタン
が押し下げられ、キャリブレーション画像がオーバーレイ（重畳画像）から除かれます。再度ス
テレオ画面にメッシュが表示され、2D での処理と同様 3D でもベクトル処理が行われます。
Correlation タブではフィルター設定と Offset 設定が表示されて都度の設定で 3D 処理がスム
ーズに行くようになっています。ベクトル図は両画面でそれぞれに生成されますが、Tecplot
出力機能によって 3次元化され*.lay ファイルとして保存されます。 
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11.11. 補足補足（（AppendixAppendix）） 

（割愛） 

原文を参照してください。 

 

 

 


